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『
諸
名
流
美
羅
集
』

　
傭
書
家
の
梅
素
亭
玄
魚
（
一
八
一
七
―
八
〇
）
は
、
狂
歌
を
好
み
、
粋
狂
連
（
三
題
噺
の
創
作
グ
ル
ー
プ
）
に
参
加
し
た
趣
味
人
で
あ
っ
た

が
、
安
政
の
大
地
震
時
に
は
鯰
絵
を
考
案
、
摺
物
や
千
社
札
の
図
案
な
ど
に
独
創
性
を
発
揮
し
、
び
ら
絵
の
名
人
と
も
称
さ
れ
た
。 

 
玄
魚
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
一
月
二
一
日
、
東
両
国
の
中
村
楼
に
お
い
て
書
画
会
を
主
催
し
た
が
、
そ
の
開
催
に
先
立
ち
、
会
の

案
内
び
ら
、
お
よ
び
記
念
の
た
め
の
肉
筆
絵
び
ら
の
寄
贈
に
つ
い
て
認
め
た
紙
と
、
絵
び
ら
画
き
用
の
和
紙
（
伊
豫
ま
さ
紙
の
二
つ
切
）
を
知

人
た
ち
に
配
布
し
た
。
玄
魚
の
奇
抜
に
富
ん
だ
絵
び
ら
を
高
く
評
価
し
、
自
ら
も
び
ら
画
き
の
名
手
と
し
て
名
を
馳
せ
た
清
水
晴
風
は
、
後
年

そ
の
著
『
繪
比
良
圖
考
』（
本
誌
五
三
一
号
「
稀
本
あ
れ
こ
れ
　
四
四
八
」
参
照
）
の
中
で
、
こ
の
時
、
玄
魚
が
知
人
た
ち
か
ら
集
め
た
同
型

の
小
さ
い
絵
び
ら
は
小
び
ら
と
呼
ば
れ
、
玄
魚
の
書
画
会
は
小
び
ら
流
行
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
旨
を
記
し
て
い
る
。 

 

掲
出
資
料
は
、
玄
魚
の
も
と
に
寄
贈
さ
れ
た
小
び
ら
（
三
〇
〇
枚
）
を
貼
り
込
ん
だ
も
の
。
三
帖
三
冊
。
各
帖
の
大
き
さ
三
〇
・
五
㎝
×

二
一
・
五
㎝
。
第
一
帖
表
紙
中
央
の
題
簽
に
「
諸
名
流
美
羅
集
　
明
治
七
年
故
梅
素
先
生
雅
會
寄
贈
」
の
記
載
あ
り
。
三
冊
は
綾
園
（
伊
藤
あ

や
そ
の
、
俳
人
で
号
は
桜
堂
、
江
戸
千
代
紙
の
老
舗
伊
勢
辰
の
お
抱
え
町
絵
師
、
お
も
ち
ゃ
絵
な
ど
が
現
存
）
が
、
各
帖
に
貼
り
込
ま
れ
た
小

び
ら
の
順
に
番
号
を
付
し
た
目
録
で
、
一
三
九
枚
に
つ
い
て
は
、
贈
り
主
、
作
成
者
の
記
載
も
あ
る
。
各
冊
の
大
き
さ
二
一
・
〇
㎝
×
一
四
・
五
㎝
。

大
正
一
一
年
一
月
一
三
日
、
吉
田
久
兵
衛
か
ら
購
入
。
第
三
帖
巻
末
の
識
語
に
は
、
玄
魚
の
略
歴
、
小
び
ら
寄
贈
の
経
緯
、
玄
魚
の
没
後
、
遺

族
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
小
び
ら
を
、
廣
瀬
辰
五
郎
（
筆
名
菊
雄
　
伊
勢
辰
の
三
代
目
）
が
譲
り
受
け
帖
仕
立
て
に
し
た
こ
と
、
綾
園
が

こ
の
識
語
を
書
き
、
知
れ
る
人
の
事
ど
も
を
書
き
留
め
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

前
頁
上
段
右
は
、
落
語
家
の
柳
亭
燕
枝
が
玄
魚
に
贈
っ
た
小
び
ら
で
、
赤
穂
義
士
の
四
七
士
に
見
立
て
た
図
案
の
作
成
者
は
、
浮
世
絵
師
の

鳥
居
清
種
。
左
は
、
花
鳥
画
を
得
意
と
し
絵
び
ら
の
作
成
依
頼
も
多
か
っ
た
飯
島
光
峨
が
、
自
画
像
を
小
び
ら
に
画
き
玄
魚
に
贈
っ
た
も
の
。

下
段
右
は
、
皇
室
の
御
用
絵
師
、
佐
竹
永
湖
が
玄
魚
に
贈
っ
た
小
び
ら
で
、
画
題
は
「
蝦
で
鯛
を
釣
る
」
。
左
は
、
独
特
の
戯
画
で
人
気
を
博

し
た
河
鍋
暁
斎
が
画
い
た
小
び
ら
で
、
遊
び
心
と
奔
放
な
筆
づ
か
い
に
そ
の
特
徴
が
よ
く
で
て
い
る
。 

 

小
び
ら
の
贈
り
主
に
は
、
画
家
の
安
藤
広
重
（
三
代
）、
落
合
芳
幾
、
柴
田
是
真
、
落
語
家
の
三
遊
亭
圓
朝
、
講
談
師
の
邑
井
貞
吉
、
田
辺

南
龍
、
歌
舞
伎
役
者
の
市
川
団
十
郎
（
九
代
）、
尾
上
菊
五
郎
（
五
代
）、
狂
言
作
者
の
河
竹
其
水
、
瀬
川
如
皋
、
戯
作
者
の
武
田
交
来
、
俳
人

の
其
角
堂
永
機
、
萩
原
乙
彦
、
義
太
夫
の
豊
竹
和
国
太
夫
、
三
味
線
の
花
澤
伊
佐
衛
門
、
端
唄
の
都
々
一
坊
扇
歌
、
長
唄
の
荻
江
露
友
、
幇
間

の
松
廼
家
露
八
、
洋
学
者
の
大
槻
如
電
、
薬
舗
の
守
田
宝
丹
、
岸
田
吟
香
と
い
っ
た
著
名
な
文
化
人
た
ち
の
他
に
、
料
理
屋
、
酒
屋
、
団
扇
問

屋
、
芸
妓
、
力
持
な
ど
在
野
の
知
人
た
ち
が
多
く
見
ら
れ
る
。 

 

掲
出
資
料
は
、
玄
魚
の
交
際
の
広
さ
、
文
化
人
た
ち
と
の
深
い
つ
な
が
り
、
当
時
の
名
物
、
流
行
を
今
日
に
伝
え
る
も
の
で
、
明
治
初
期
の

芸
能
界
、
大
衆
文
化
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
も
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。（
当
館
請
求
記
号
　W

A
22

―3

）

（
川
本
　
勉
）

か
わ
も
と
　  

つ
と
む

し
ょ
め
い
り
ゅ
う

び

ら

し
ゅ
う

え
　
び
　
ら
　
ず  

こ
う

 

え
び
　
　
た
い

じ
ょ
こ
う

ほ
う
か
ん
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度度

特
集

納
本
制
度

何
か
国
内
の
出
版
物
を
お
探
し
に
な
っ
て
い
て
、
な
か
な
か

見
つ
か
ら
な
い
時
、
国
立
国
会
図
書
館
な
ら
所
蔵
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
、
利
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
う
お
考
え
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

国
立
国
会
図
書
館
法

(

昭
和
二
三
年
法
律
第
五
号)

に
は
、

我
が
国
に
お
い
て
発
行
さ
れ
た
す
べ
て
の
出
版
物
に
つ
い
て
、

そ
の
発
行
者
が
決
め
ら
れ
た
部
数
を
国
立
国
会
図
書
館
へ
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

こ
の
仕
組
み
が

｢

納
本
制
度｣

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
今
日

で
は
世
界
の
多
く
の
国
々
で
同
様
の
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
当
館
が
果
た
す
べ
き
任
務
、
当
館
が
提
供
す
る
あ
ら
ゆ

る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
納
本
制
度
は
、
そ
の
土
台
と

な
る
重
要
な
制
度
と
し
て
根
幹
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
一
国
の
知
的
・
文
化
的
活
動
の
所
産
で
あ

る
出
版
物
を
網
羅
的
に
集
め
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
の
文
化
的
財
産
と
呼
ぶ
に
相
応
し

い
、
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
納
本
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
役
割
、
概
要
、

沿
革
、
実
際
の
業
務
内
容
な
ど
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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■
納
本
制
度
の
役
割
■
■
■

我
が
国
の
納
本
制
度
は
、
当
館
の
二
つ
の
機
能
に
対
応
し
、
二
つ
の
主
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

ま
ず
、
国
の
中
央
図
書
館
と
し
て
の
機
能
に
対
応
し
て
、
納
本
制
度
は
、
当
館
が
我
が

国
で
発
行
さ
れ
た
出
版
物
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
利
用
に
供
す
る
と
と
も
に
、
蓄
積
・
保

存
し
て
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
納
本
制
度
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
き
、
当
館
は
、
我
が
国
で
発
行
さ

れ
た
出
版
物
の
総
目
録
で
あ
る

｢

全
国
書
誌

(
N

a
tio

n
a
l

B
ib

lio
g

ra
p
h

y
)｣

を
編
纂

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
納
本
制
度
の
役
割
は
、
こ
の
制
度
を
採
用
し
て
い
る
世
界
の
多
く
の
国
々
に

も
共
通
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
我
が
国
に
お
け
る
納
本
制
度
は
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
会
の
補
佐
機
関

と
し
て
の
当
館
の
機
能
に
対
応
し
た
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

立
法
・
行
政
監
視
と
い
う
国
会
の
活
動
が
十
全
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
国
会
が
自
ら

可
能
な
限
り
広
範
な
情
報
を
集
め
、
客
観
的
な
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
国
会
の
活
動
を
補
佐
す
る
た
め
、
当
館
は
、
様
々
な
国
政
課
題
に
つ
い
て
、
国
会
議
員

が
必
要
と
す
る
調
査
を
行
い
、
ま
た
、
求
め
ら
れ
た
資
料
・
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
任

務
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
納
本
制
度
は
、
こ
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
蔵
書

の
構
築
を
可
能
に
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
我
が
国
の
納
本
制
度
は
、
広
く
国
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
土
台
で
あ

る
と
と
も
に
、
国
民
の
代
表
で
あ
る
国
会
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二

重
の
意
味
で
国
民
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
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国立国会図書館の機能とそれを支える納本制度

�

� �

納本制度

による

網羅的収集

幅広い利用の

ための整理

将来の利用の

ための保存
立法府および国民共有の

情報基盤として蓄積

国立国会図書館出版物
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■
現
行
の
納
本
制
度
の
概
要
■
■
■

次
に
、
現
行
の
納
本
制
度
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一

根
拠
規
定

我
が
国
に
お
け
る
納
本
制
度
は
、
国
立
国
会
図
書
館
法
第
二
四
条

か
ら
第
二
五
条
の
二
ま
で
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
出

版
物
で
あ
れ
ば
網
羅
的
に
納
入
の
対
象
と
な
る
こ
と
の
ほ
か
、
出
版

物
を
実
際
に
当
館
へ
到
達
さ
せ
る
こ
と
ま
で
義
務
の
内
容
に
含
ま
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
発
行
者
に
納
入
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
こ

の
制
度
の
重
要
な
要
素
で
す
。

我
が
国
で
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
諸
機
関
お
よ
び
独
立
行
政

法
人
等
の
国
・
地
方
公
共
団
体
に
準
ず
る
法
人
の
出
版
物
と
、
そ
れ

以
外
の
国
民
一
般

(

民
間)

の
発
行
に
係
る
出
版
物
と
で
は
、
納
入

義
務
の
根
拠
規
定
が
異
な
っ
て
お
り
、
納
入
目
的
、
納
入
部
数
、
納

入
に
対
す
る
補
償
の
有
無
な
ど
様
々
な
点
に
お
い
て
相
違
が
あ
り
ま
す
。

二

国
・
地
方
公
共
団
体
の
諸
機
関
、
独
立
行
政
法
人
等
の

出
版
物

国
の
諸
機
関
・
国
の
諸
機
関
に
準
ず
る
法
人
の
出
版
物
に
つ
い
て

は
国
立
国
会
図
書
館
法
第
二
四
条
、
地
方
公
共
団
体
の
諸
機
関
・
地

方
公
共
団
体
の
諸
機
関
に
準
ず
る
法
人
の
出
版
物
に
つ
い
て
は
第

二
四
条
の
二
に
納
入
義
務
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
複
数
部

数
を
直
ち
に
納
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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表１ 現行納本制度に関する国立国会図書館法の規定の概要

根拠
規定

納 入 対 象
納 入
義務者

納入部数 納入目的 納入期限
代
償
金

第
24
条

第
１
項

国の諸機関により､ 又は国の諸
機関のため発行された出版物

国の諸機
関

30部以下 公用又は国
際的交換の
用に供する
ため

発行後直
ちに

無

第
２
項

国の諸機関に準ずる法人 (独立
行政法人､ 国立大学法人､ 一定
の範囲の特殊法人等) により､
又はこれらの法人のため発行さ
れた出版物

国の諸機
関に準ず
る法人

５部以下

第
24
条
の
２

第
１
項

地方公共団体の諸機関により､
又はこれらの諸機関のため発行
された出版物

地方公共
団体の諸
機関

都道府県・市…
５部以下
町村…３部以下

第
２
項

地方公共団体の諸機関に準ずる
法人 (港務局､ 地方三公社､ 地
方独立行政法人､ 日本下水道事
業団) により､ 又はこれらの法
人のため発行された出版物

地方公共
団体の諸
機関に準
ずる法人

都道府県・市に
準ずる法人…４
部以下
町村に準ずる法
人…２部以下

第
25
条

国若しくは地方公共団体の諸機
関又はこれらの諸機関に準ずる
法人でない者 (民間の出版社な
ど) の発行した出版物

発行者 １部 文化財の蓄
積及びその
利用に資す
るため

発行の日
から30日
以内

有
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納納
本本
制制
度度

１

納
入
の
目
的

こ
こ
で
は
納
入
の
目
的
と
し
て
、｢

公
用｣

と

｢

国
際
的
交
換
の

用｣
の
二
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
的
に
つ
い
て
、

平
成
一
六
年
二
月
一
三
日
の
納
本
制
度
審
議
会
答
申
１

に
基
づ
い
て

説
明
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

｢

公
用｣

…
政
府
活
動
に
関
す
る
国
政
審
議
の
補
佐
の
た
め
に
用
い

る
こ
と
。

国
会
の
政
府
活
動
に
関
す
る
審
議
が
民
主
的
な
行
政
の
実
現
の

重
要
な
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
政
府
出
版
物
の
納
本
制

度
は
、
国
会
に
よ
る
政
府
活
動
の
民
主
的
統
制
と
い
う
理
念
に
奉

仕
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

｢

国
際
的
交
換
の
用｣

…
政
府
出
版
物
を
外
国
政
府

(

交
換
機
関)

に
送
付
し
、
相
手
国
の
政
府
出
版
物
等
と
の
交
換
に
用
い
る
こ
と
。

政
府
出
版
物
の
国
際
的
交
換
は
、
当
館
に
お
い
て
、
外
国
政
府

出
版
物
を
入
手
す
る
有
効
な
手
段
と
な
っ
て
お
り
、
入
手
し
た
外

国
政
府
出
版
物
は
、
国
政
審
議
の
参
考
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
外
国
に
お
い
て
も
我
が
国
の
政
府
出
版
物
が
同

様
に
活
用
さ
れ
、
相
互
理
解
の
増
進
に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
２

。

こ
の
よ
う
に
、
政
府
等
の
出
版
物
の
納
入
目
的
と
し
て

｢

公
用｣

と

｢

国
際
的
交
換
の
用｣

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
当
館
が
国
会

に
属
す
る
機
関
で
あ
り
、
国
会
議
員
の
職
務
遂
行
の
補
佐
を
任
務
と

し
て
い
る
こ
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

２

国
の
諸
機
関
等

｢

の
た
め｣

発
行
さ
れ
た
出
版
物

第
二
四
条
お
よ
び
第
二
四
条
の
二
は
、
国
の
諸
機
関
等
が
自
ら
出

版
物
を
発
行
し
た
場
合
と
並
ん
で
、
国
等
以
外
の
者

(

私
人)

に
よ

り
、
出
版
物
が
国
の
諸
機
関
等

｢

の
た
め｣

発
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、

当
該
の
国
の
諸
機
関
等
が
当
館
に
納
入
す
べ
き
義
務
を
負
う
と
規
定

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
我
が
国
の
納
本
制
度
に
特
有
の
規
定
で
す
。
我
が
国
で

は
、
米
国
の
政
府
印
刷
局

(

Ｇ
Ｐ
Ｏ)

の
よ
う
な
政
府
出
版
物
を
一

元
的
に
刊
行
す
る
機
関
が
存
在
せ
ず
、
国
の
諸
機
関
に
代
わ
っ
て
国

の
出
版
物
の
発
行
を
民
間
法
人
等
が
行
う
例
が
多
か
っ
た
と
い
う
実

情
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

｢

国
の
諸
機
関
等

『

の
た
め』

出
版
物
が
発
行
さ
れ
た
場
合｣

と

は
、
国
等
の
機
関
が
自
ら
発
行
し
た
場
合
と
同
じ
程
度
に
出
版
物
が
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１

納
本
制
度
審
議
会
は
、
納
本
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項
お
よ
び
代
償
金
の
額
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
館
長
の
諮
問
に
応
じ
調
査
審
議
を
行
い
、
ま
た
は
自
ら
館
長

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
平
成
一
一
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
館
長
の
諮

問
機
関
で
す
。
本
文
中
に
挙
げ
た
答
申
は
、
独
立
行
政
法
人
等
に
国
・
地
方
公
共
団

体
に
準
ず
る
納
入
義
務
を
課
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
述
べ
た
も
の
で
す

(『

答

申

独
立
行
政
法
人
等
の
出
版
物
の
納
入
義
務
の
在
り
方
に
つ
い
て』

(

平
成
一
六

年
二
月
一
三
日)

六
頁
‐
七
頁
参
照)

。

２

な
お
、
国
家
間
に
お
け
る
公
の
出
版
物
及
び
政
府
の
文
書
の
交
換
に
関
す
る
条
約

(

昭
和
五
九
年
条
約
第
七
号)

第
四
条
の

｢

国
の
交
換
機
関｣

に
つ
い
て
、
我
が
国

の
場
合
に
は
、
当
館
が
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
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納納
本本
制制
度度

当
館
の
任
務

(

公
用
、
国
際
的
交
換
の
用)

に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、

す
な
わ
ち
、
国
等
の
諸
機
関
自
ら
が
保
有
す
る
情
報
を
主
体
的
に
公

表
す
る
た
め
に
、
実
質
的
に
費
用
を
負
担
し
て
出
版
物
を
作
成
さ
せ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
い
い
ま
す
。
国
等
の
機
関
が
納
入
義

務
を
負
う
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
発
行
さ
れ
た
出
版
物
の
多
く
を
当
該

機
関
が
事
実
上
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
と
い
っ
て
よ
い

で
し
ょ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
掲
平
成
一
六
年
二
月
一
三
日
納
本
制
度
審

議
会
答
申
は
、
次
の
二
つ
の
要
件
を
挙
げ
て
い
ま
す
３

。

�｢

国
等
の
事
務
・
事
業
に
関
す
る
情
報
を
含
み
、
国
等
が
内
容

に
責
任
を
負
う
べ
き
場
合｣

�｢

国
等
の
事
務
遂
行
に
当
該
出
版
物
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
必

要
部
数
を
国
が
買
い
上
げ
る
か
、
又
は
そ
の
対
価
に
相
当
す
る

国
等
の
費
用
負
担
が
認
め
ら
れ
る
場
合｣

三

国
民
一
般

(

民
間)

の
発
行
に
係
る
出
版
物

国
、
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
等
を
除
く
国
民
一
般

(

民

間)

の
出
版
物
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
法
第
二
五
条
に
納

入
義
務
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
出
版
物
を
発
行
し
た
者
は
、
そ
の
発

行
の
日
か
ら
三
○
日
以
内
に
、
一
部
を
当
館
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
民
間
出
版
社
の
出
版
物
は
、

こ
の
規
定
に
よ
り
納
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１

納
入
目
的

こ
の
場
合
に
お
け
る
納
入
目
的
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
と
は

異
な
り
、｢

文
化
財
の
蓄
積
及
び
そ
の
利
用
に
資
す
る｣

(

第
二
五
条

第
一
項)

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
第
二
五
条
の

｢

文
化

財｣

と
は
、
文
化
財
保
護
法

(

昭
和
二
五
年
法
律
第
二
一
四
号)

ま

た
は
同
法
第
一
八
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
の

定
め
る
文
化
財
保
護
条
例
に
い
う
文
化
財
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
当
館
は
、
納
本
制
度
に
基
づ
き
網
羅
的
に
収
集
し
た

出
版
物
に
つ
い
て
、
個
別
の
価
値
判
断
等
に
基
づ
く
取
捨
選
択
を
行

う
こ
と
な
く
、
す
べ
て
を
保
存
し
ま
す
。
こ
う
し
て
後
世
に
伝
え
ら

れ
た
出
版
物
は
、
総
体
と
し
て
国
民
の
文
化
的
財
産
を
形
づ
く
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
広
い
意
味
に
お
い
て
、
第
二
五
条
の

規
定
は
、｢

文
化
財
の
蓄
積｣

と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
る
の
で
す
。

な
お
、
第
二
五
条
第
一
項
は
、
納
入
目
的
と
し
て

｢

公
用｣

を
掲

げ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
民
の
発
行
に
係
る
出
版
物
に
つ
い
て

も
、
当
館
の
所
蔵
資
料
と
し
て
、
国
会
議
員
の
職
務
遂
行
を
補
佐
す

る
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

２

納
入
出
版
物
代
償
金

第
二
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
館
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、｢

当
該
出
版
物
の
出
版
及
び
納
入
に
通
常
要
す
べ
き
費
用
に

相
当
す
る
金
額｣

が

｢

代
償
金｣

と
し
て
、
出
版
物
を
納
入
し
た
者

に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
代
償
金
交
付
規
定
は
、
納
入
実
績
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
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３

同
答
申

一
八
頁
―
一
九
頁
。
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納納
本本
制制
度度

日
本
国
憲
法
第
二
九
条
第
三
項
と
の
整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

昭
和
二
四
年
の
国
立
国
会
図
書
館
法
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。

参
考

日
本
国
憲
法

第
二
九
条

財
産
権
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。

②

略

③
私
有
財
産
は
、
正
当
な
補
償
の
下
に
、
こ
れ
を
公
共
の
た
め

に
用
ひ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
憲
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
国
民
か
ら
出
版
物
を
国
に
納
め
さ

せ
る
こ
と
は
、
私
有
財
産
を
公
共
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
に
相
当
し

ま
す
の
で
、｢

正
当
な
補
償｣

が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
出
版
物
を
納
入
し
た
者
に
対
し
、｢

正

当
な
補
償｣

と
し
て
代
償
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
４

。

現
在
の
具
体
的
な
代
償
金
の
額
に
つ
い
て
は
、｢
国
立
国
会
図
書

館
法
第
二
五
条
の
規
定
に
よ
り
納
入
す
る
出
版
物
の
代
償
金
額
に
関

す
る
件｣

(

昭
和
五
○
年
国
立
国
会
図
書
館
告
示
第
一
号)
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
お
り
、
お
お
む
ね
小
売
価
格
の
四
割
以
上
六
割
以
下
の

金
額
に
、
納
入
に
要
す
る
金
額

(

送
料)

を
加
算
し
た
金
額
と
す
る

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

３

過

料

発
行
者
が
正
当
な
理
由
な
く
出
版
物
の
納
入
を
行
わ
な
か
っ
た
と

き
は
、
第
二
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
出
版
物
の
小
売
価
額

(

小
売
価
額
の
な
い
と
き
は
こ
れ
に
相
当
す
る
金
額)

の
五
倍
に
相

当
す
る
金
額
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定

は
、
現
在
ま
で
一
度
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四

納
入
対
象
と
な
る
出
版
物

国
立
国
会
図
書
館
法
第
二
四
条
第
一
項
各
号
は
、
次
の
出
版
物
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
地
方
公
共
団
体
や
民
間
の
出
版
物
に
も
共
通
し
ま

す
。
た
だ
し
、
機
密
扱
い
の
も
の
や
書
式
、
ひ
な
形
そ
の
他
簡
易
な

も
の
は
納
入
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

一

図
書

二

小
冊
子

三

逐
次
刊
行
物

四

楽
譜

五

地
図

六

映
画
フ
ィ
ル
ム

(

た
だ
し
、
当
分
の
間
、
納
入
は
免
除
さ
れ
て

い
ま
す
。)

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
印
刷
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り

複
製
し
た
文
書
又
は
図
画

八

蓄
音
機
用
レ
コ
ー
ド

九

電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
に
よ
り
文
字
、
映
像
、
音
又
は
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４

昭
和
二
四
年
の
法
改
正
時
の
国
会
に
お
け
る
金
森
徳
次
郎
館
長

(

当
時)

の
説
明

を
参
照

(
『

第
五
回
国
会

衆
議
院

図
書
館
運
営
委
員
会
議
録』

第
三
号

(

昭
和

二
四
年
四
月
一
九
日)

二
頁)

。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記
録
し
た
物

こ
の
う
ち
、
第
九
号
が

｢

パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物｣

(

九
ペ
ー

ジ
参
照)

で
あ
り
、
音
楽
用
Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
一
方
で
、
第
六
号
の
映
画
フ
ィ

ル
ム
と
は
、
文
字
通
り
映
画
用
フ
ィ
ル
ム
に
映
像
等
を
記
録
し
た
も

の
の
み
を
指
し
、
第
八
号
の
蓄
音
機
用
レ
コ
ー
ド
と
は
、
ポ
リ
塩
化

ビ
ニ
ル
等
の
素
材
を
用
い
た
ア
ナ
ロ
グ
録
音
の
も
の
の
み
を
指
し
ま

す
。
ま
た
、
第
七
号
に
い
う

｢

文
書
又
は
図
画｣

と
は
、
具
体
的
に

は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
が
こ
れ
に
当

た
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
以
上
の
出
版
物
が
発
行
さ
れ
た
と
き
は
、
発
行
者

に
対
し
て
納
入
義
務
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
通
常

の

｢

図
書｣

の
形
態
で
あ
っ
て
も
、
わ
ず
か
の
部
数
し
か
作
成
さ
れ

な
い
よ
う
な
も
の
は
、
納
入
義
務
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
納
入

義
務
の
対
象
で
あ
る
出
版
物
と
い
え
る
た
め
に
は
、
相
当
部
数
が
作

成
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
ら
が
相
当
範
囲
に
わ
た
っ
て
公
表
さ
れ
た
も

の
と
い
え
る
必
要
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
５

。

■
我
が
国
の
納
本
制
度
の
あ
ゆ
み
■
■
■

我
が
国
で
は
、
戦
前
か
ら
国
に
出
版
物
を
納
入
さ
せ
る
制
度
が
存

在
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
た
制
度
が
設
け
ら
れ

た
の
は
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
次
に
、
今
日
ま
で
の
納
本
制

度
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
こ
と
と
し
ま
す
。

一

戦
前
の
納
本
制
度
６

我
が
国
に
お
け
る
制
度
と
し
て
の
納
本
は
、
明
治
二
年

(

一
八
六
九

年)

の
出
版
条
例
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
出
版
法

(

明
治
二
六

年
法
律
第
一
五
号)

、
新
聞
紙
法

(

明
治
四
二
年
法
律
第
四
一
号)

等
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
出
版
物
を
旧
内
務
省
等
へ
納
入
す
べ
き

こ
と
が
発
行
者
等
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

法
律
の
規
定
す
る
出
版
物
の
納
入
は
、
現
行
制
度
と
は
趣
旨
を
異
に

し
、
治
安
・
風
俗
維
持
の
た
め
の
出
版
取
締
り
を
主
た
る
目
的
と
す

る
も
の
で
し
た
。

戦
前
の
納
本
制
度
が
出
版
統
制
や
検
閲
と
結
び
付
い
て
い
た
と
い

う
記
憶
は
、
特
に
昭
和
戦
前
期
に
厳
し
い
出
版
統
制
が
行
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
戦
後
の
新
た
な
納
本
制
度
の
施
行
に
あ
た
っ
て
障
害
の

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
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『

第
九
四
回
国
会

衆
議
院

予
算
委
員
会
第
一
分
科
会
議
録』

第
一
号

(

昭
和

五
六
年
二
月
二
七
日)

一
六
頁

(

山
花
貞
夫
議
員
の
質
問
に
対
す
る
岸
田
實
館
長

(

当
時)

の
答
弁)

参
照
。

６

戦
前
の
納
本
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
次
の
資
料
を
参
照
。
加
藤
木
理
勝

｢

納

本
制
度
あ
れ
こ
れ
―
沿
革
―

(

そ
の
一)

〜

(

そ
の
五)｣

『

国
立
国
会
図
書
館
月
報』

第
三
八
五
号

(

平
成
五
年
四
月)

〜
第
三
九
二
号

(

同
年
一
一
月)

。
ま
た
、
戦
前

の
納
本
制
度
と
出
版
取
締
り
法
令
と
の
関
係
を
整
理
し
た
文
献
と
し
て
次
の
資
料
が

あ
り
ま
す
。
桜
井
保
之
助

｢

我
国
の
納
本
制
度
に
つ
い
て
―
そ
の
史
的
デ
ッ
サ
ン
と

問
題
の
解
説
―｣

『

図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ』

第
五
号

(

昭
和
三
六
年
一
二
月)

一
一
七
頁
‐
一
三
五
頁
。
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二

戦
後
の
新
し
い
納
本
制
度

昭
和
二
三
年
二
月
、
国
立
国
会
図
書
館
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
館
の
資
料
収
集
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
に
次
の
よ
う
に
規

定
さ
れ
ま
し
た
。

｢

国
立
国
会
図
書
館
は
、
図
書
及
び
そ
の
他
の
図
書
館
資
料
を
蒐

集
し
、
国
会
議
員
の
職
務
の
遂
行
に
資
す
る
と
と
も
に
、
行
政
及
び

司
法
の
各
部
門
に
対
し
、
更
に
日
本
国
民
に
対
し
、
こ
の
法
律
に
規

定
す
る
図
書
館
奉
仕
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。｣

ま
た
、
前
述
の
第
二
四
条
と
第
二
五
条
に
お
い
て
、
当
館
の
最
も

根
幹
的
な
資
料
収
集
方
法
で
あ
る
、
納
本
制
度
に
関
す
る
規
定
が
置

か
れ
、
そ
の
目
的
と
し
て
、
国
会
議
員
の
職
務
遂
行
の
補
佐
と
国
民

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
当
館
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

三

昭
和
二
四
年
の
法
改
正

国
立
国
会
図
書
館
法
の
施
行
当
初
、
納
入
の
状
況
は
芳
し
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
、
新
た
な
納
本
制
度
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
出
版
社
側
に
十
分
に
周
知
さ
れ
な
い
ま
ま
で

し
た
。
ま
た
、
当
時
は
検
閲
等
の
た
め
に
占
領
軍
の
民
間
情
報
教
育

局
な
ど
へ
相
当
部
数
の
出
版
物
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
７

、
こ
れ
に
加
え
て
更
に
一
部
を
当
館
へ
納
入
さ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
経
営
面
で
余
裕
の
な
い
多
く
の
民
間
出
版
社

か
ら
難
色
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、
戦
前
の
出
版
統
制
・

検
閲
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
戦
後
の
新
た
な
理
念
に
基
づ
く
納
本
制
度
に

も
影
を
落
と
し
、
出
版
社
側
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
結
果
と
な
っ
て
い

た
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
８

。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
改
善
す
る
た
め
、
当
館
は
、
出
版
業
界
と
協

議
す
る
一
方
、
法
的
観
点
か
ら
の
対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
出
版
物
を
納
入
し
た
者
に
対
し
て
、
当
該
出
版
物
の
出
版
・
納

入
に
要
し
た
費
用
を
補
償
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和

二
四
年
六
月
の
国
立
国
会
図
書
館
法
の
一
部
改
正
９

に
よ
り
、
代
償

金
の
交
付
規
定

(

第
二
五
条
第
三
項)

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ

て
、
民
間
出
版
物
の
納
入
の
趣
旨
が
、｢

文
化
財
の
蓄
積
及
び
そ
の

利
用
に
資
す
る
た
め｣

で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た

(

第
二
五

条
第
一
項)

。

こ
の
ほ
か
、(

一)

過
料
に
関
す
る
規
定

(

第
二
五
条
の
二)

の

新
設
、(

二)

地
方
公
共
団
体
の
出
版
物
の
納
入
規
定

(

第
二
四
条

の
二)

の
新
設
、(

三)

楽
譜
お
よ
び
レ
コ
ー
ド
の
納
入
対
象
出
版

物
へ
の
追
加

(

第
二
四
条
第
一
項)

、(

四)

国
の
諸
機
関
の
出
版
物

の
納
入
部
数
の
削
減

(

五
○
部
か
ら
三
○
部
へ)

な
ど
の
点
に
つ
い

て
も
、
こ
の
時
に
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
正
に
よ
り
、
現
行
納
本
制
度
の
根
幹
部
分
が
整
備
さ
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７

山
下
信
庸

『

わ
が
国
の
出
版
物
の
納
本
制
度
に
つ
い
て
―
民
間
出
版
物
の
部
―』
(

国
立
国
会
図
書
館
、
昭
和
四
三
年
一
二
月)

八
頁
。

８

『
国
立
国
会
図
書
館
五
○
年
史

本
編』

(

国
立
国
会
図
書
館
、
平
成
一
一
年
三
月)

四
○
五
頁
。

９

昭
和
二
四
年
六
月
六
日
法
律
第
一
九
四
号

(

昭
和
二
四
年
七
月
一
日
施
行)

。
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れ
ま
し
た
。

四

出
版
取
次
会
社
を
介
し
た
一
括
納
入
の
開
始

(

昭
和

二
六
年)

こ
こ
で
い
う
一
括
納
入
の
開
始
は
、
正
確
に
い
え
ば
制
度
自
体
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
効
性
を
伴
う
制
度
の
運
用
と
い
う
観

点
か
ら
み
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
出
来
事
で
す
の
で
、
紹
介
し
て

お
き
ま
す
。

昭
和
二
四
年
の
国
立
国
会
図
書
館
法
改
正
後
も
、
納
入
状
況
の
改

善
を
図
る
た
め
、
当
館
で
は
、
出
版
取
次
会
社
と
出
版
社
の
協
力
の

下
に
、
制
度
の
実
施
・
運
用
の
面
で
工
夫
の
余
地
が
な
い
か
ど
う
か

の
検
討
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
二
六
年
四
月
以
降
、
民

間
出
版
物
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
出
版
社
か
ら
の
納
入
に
代
え
て
、

出
版
取
次
会
社
の
業
界
団
体
で
あ
る
出
版
取
次
懇
話
会

(

現
在
の
社

団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会)

を
通
じ
て
一
括
納
入
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
仕
組
み

の
下
で
は
、
日
本
出
版
販
売
お
よ
び
ト
ー
ハ
ン
の
大
手
取
次
会
社
二

社
が
半
年
交
替
で
出
版
物
納
入
事
務
の
代
行
を
引
き
受
け
、
各
出
版

社
が
こ
れ
ら
取
次
会
社
に
自
社
の
出
版
物
の
販
売
を
委
託
す
る
と
き

は
、
当
館
へ
の
納
入
事
務
を
も
併
せ
て
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
の
導
入
に
よ
り
、
大
手
取
次
会
社
が
取
り
扱
う
出
版
物

に
関
す
る
限
り
、
漏
れ
な
く
当
館
へ
納
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
上
、

煩
瑣
な
納
入
に
係
る
事
務
も
軽
減
さ
れ
る
た
め
、
納
入
に
係
る
業
務

が
相
当
改
善
さ
れ
ま
し
た
10

。

五

近
年
の
動
き

昭
和
二
四
年
の
国
立
国
会
図
書
館
法
改
正
以
降
、
我
が
国
の
納
本

制
度
は
、
永
ら
く
安
定
的
に
機
能
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
に
な
っ
て
出
版
物
や
行
政
制
度
を
め
ぐ
る
様
々
な
変
化
に
対
応

し
、
二
つ
の
点
で
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

１

平
成
一
二
年
の
法
改
正
11

平
成
九
年
三
月
、
電
子
出
版
物
を
納
本
制
度
の
対
象
と
し
得
る
か

否
か
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
館
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
納
本
制
度

調
査
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
同
調
査
会
は
、
平
成
一
一
年
二
月
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物

(

媒
体
に
情
報
を
固
定
し
た
形
で
頒
布

さ
れ
、
流
通
す
る
電
子
出
版
物
を
い
い
ま
す
。)

に
つ
い
て
納
入
義

務
の
対
象
に
す
べ
き
こ
と
を
答
申
し
ま
し
た
12

。

参
考

平
成
一
一
年
納
本
制
度
調
査
会
答
申
の
要
点

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物
を
納
本
対
象
と
す
る
こ
と

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
は
当
面
納
本
対
象
と
は
し
な

い
こ
と

・
利
用
に
関
す
る
新
た
な
ル
ー
ル
を
策
定
す
る
こ
と
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10

前
掲

山
下

『

わ
が
国
の
出
版
物
の
納
本
制
度
に
つ
い
て
―
民
間
出
版
物
の
部
―』

三
七
頁
以
下
。

11

平
成
一
二
年
四
月
七
日
法
律
第
三
七
号

(

平
成
一
二
年
一
○
月
一
日
施
行)

。

12

納
本
制
度
調
査
会

『

答
申

二
一
世
紀
を
展
望
し
た
我
が
国
の
納
本
制
度
の
在
り

方
―
電
子
出
版
物
を
中
心
に
―』

(

平
成
一
一
年
二
月
二
二
日)

。
注
１
で
述
べ
た
納

本
制
度
審
議
会
は
、
こ
の
納
本
制
度
調
査
会
を
改
組
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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こ
の
答
申
に
沿
っ
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物
を
納
入
義
務

の
対
象
と
す
る
国
立
国
会
図
書
館
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
13

。

２

平
成
一
六
年
の
法
改
正
14

平
成
一
六
年
の
納
本
制
度
審
議
会
答
申

(

四
ペ
ー
ジ
注
１
参
照)

を
受
け
て
、
独
立
行
政
法
人
等
の
出
版
物
が
納
入
対
象
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
す
る
た
め
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
納
本
制
度
に
よ
る
資
料
収
集
の
実
際
■
■
■

そ
れ
で
は
次
に
、
納
本
制
度
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、
官
庁
出
版
物

(
国
・
地
方
公
共
団
体
の
諸
機

関
、
独
立
行
政
法
人
等
の
出
版
物)

と
民
間
出
版
物

(

国
民
一
般
の

発
行
に
係
る
出
版
物)

と
に
大
別
し
て
紹
介
し
ま
す
。

一

官
庁
出
版
物

１

資
料
の
収
集

官
庁
出
版
物
は
、
年
報
等
の
組
織
の
活
動
報
告
、
統
計
、
各
種
報

告
書
、
地
方
史
誌
な
ど
が
お
も
な
も
の
で
す
。
白
書
な
ど
の
よ
う
に
、

一
般
書
店
で
見
か
け
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
一
般
書

店
で
は
手
に
入
ら
な
い
も
の
で
す
。

国
の
諸
機
関

(

行
政
府
省
お
よ
び

最
高
裁
判
所)

の
出
版
物
に
つ
い
て

は
、
各
機
関
に
設
置
さ
れ
た
当
館
の

支
部
図
書
館
が
納
入
の
実
務
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
東
京

本
館
か
ら
毎
週
一
回
、
担
当
の
職
員

が
各
支
部
図
書
館
を
連
絡
自
動
車
便

で
回
っ
て
収
集
し
て
い
ま
す(

写
真)

。

地
方
公
共
団
体
や
独
立
行
政
法
人
等
の
出
版
物
は
、
直
接
当
館
に
送
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13

こ
の
ほ
か
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
出
版
物
の
納
入
部
数
の
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

14

平
成
一
六
年
一
二
月
一
日
法
律
第
一
四
五
号

(

平
成
一
七
年
一
月
一
日
施
行)

。

官庁出版物の納入経路

発行者
出版原局

支部図書館

地方公共
団体

独立行政
法人等

国会議員をはじ

め､ 広く国民一

般の利用に供す

る

国際交換用資料

として活用する

国民共有の文化

的財産・情報資

源として､ 保存

し後世に伝える

当館が作成した

目録に掲載し､

出版情報を国内

外に公表する

国立国会図書館

当館自動車

による収集

直接(来館・

送付)
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付
さ
れ
ま
す
。
一
部
の
都
道
府
県
に
は
、
そ
の
出
版
物
を
一
括
納
入

す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

２

納
入
促
進

官
庁
出
版
物
の
納
入
を
促
進
す
る
た
め
、
担
当
職
員
が
日
頃
か
ら
、

各
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
刊
行
物
情
報
に
当
た
っ
て
調
査
を

行
う
ほ
か
、
特
に
、
当
館
に
お
い
て
立
法
活
動
を
補
佐
す
る
主
た
る

部
署
で
あ
る
調
査
及
び
立
法
考
査
局
の
職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
情
報

な
ど
に
よ
っ
て
、
随
時
納
入
の
依
頼
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
は
官
庁
出
版
物
の
場
合
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
か
ら
の
照
会

メ
ー
ル
や
投
書
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
各
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
対
し
、
納
本
制
度
に
つ
い

て
説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
定
期
的
に
送
付
し
て
、
納
入
へ
の
一

層
の
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
各
種
会
議
の
場
や
各
機
関
へ

の
職
員
派
遣
に
よ
る
説
明
な
ど
に
よ
っ
て
も
納
本
制
度
の
周
知
に
努

め
て
い
ま
す
。

二

民
間
出
版
物

１

資
料
の
収
集

民
間
出
版
物
は
、
一
般
の
書
店
で
も
見
か
け
る
図
書
や
雑
誌
・
新

聞
な
ど
か
ら
、
通
信
類
と
呼
ば
れ
る
定
期
刊
行
の
小
冊
子
、
教
育
・

研
究
機
関
等
が
発
行
す
る
紀
要
類
、
民
間
出
版
社
が
刊
行
す
る
地
図

や
地
図
帳
、
楽
譜
、
音
楽
Ｃ
Ｄ
等
の
音
楽
資
料
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
映
像

資
料
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
多
様
で
す
。

民
間
出
版
物
の
納
入
方
法
に
お
け
る
大
き
な
特
徴
は
、
前
述
の
よ

う
に
納
入
事
務
の
一
括
代
行
機
関
が
あ
る
こ
と
で
す
。
現
在
、
一
括

代
行
機
関
に
は
、
日
本
出
版
取
次
協
会
、
地
方
・
小
出
版
流
通
セ
ン

タ
ー
、
教
科
書
協
会
の
三
機
関
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
取
り
扱
わ

れ
る
の
は
図
書
が
中
心
で
す
。
一
番
納
入
量
の
多
い
日
本
出
版
取
次

協
会
経
由
の
場
合
、
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
の
二
回
納
入
さ
れ
ま
す
。

平
成
一
七
年
度
の
一
年
間
で
合
計
六
八
、五
五
二
冊
が
納
入
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
一
回
平
均
約
七
〇
〇
冊
と
な
り
ま
す
。

音
楽
資
料
の
場
合
、
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
お
よ
び
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ト
・
レ
コ
ー
ド
製
作
事
業
者
協
会
の
協
力
を
得
て
、
協
会
加
盟

各
社
か
ら
納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
一
二
年
一
〇
月
か
ら

納
本
対
象
と
な
っ
た
Ｖ
Ｈ
Ｓ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
映
像
資
料
は
、
日
本
映

像
ソ
フ
ト
協
会
加
盟
各
社
の
ほ
か
、
各
出
版
社
な
ど
か
ら
直
接
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

民
間
出
版
物
の
納
入
に
対
し
て
は
、
発
行
者
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ

く
場
合
を
除
き
、
定

価
の
半
額
を
標
準
と

し
て
納
入
出
版
物
代

償
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
こ
の
代
償
金

の
予
算
額
は
、
約
三

億
九
、
○
○
○
万
円

(

平
成
一
八
年
度
当

初)

で
す
。
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一括代行機関から納入さ
れた民間出版物
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２

納
入
促
進

民
間
出
版
物
に
つ
い
て
は
、
市
販
の
出
版
情
報
を
五
種
類
購
入
し
、

未
収
資
料
の
納
入
督
促
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
の

民
間
出
版
物
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
県
立
図
書
館
な
ど
か
ら
も

情
報
提
供
を
受
け
て
、
納
入
依
頼
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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国内刊行資料の受入実績 (平成17年度分)

購 入
納 入
(24条)

納 入 (25条)
寄 贈 合 計

有 償 無 償 計

和漢書 (冊) 22,119 28,843 76,008 30,138 106,146 19,249 176,357

洋 書 (冊) 104 1,746 870 488 1,358 264 3,472

雑 誌 (冊) 18,308 80,145 23,482 162,670 186,152 1,924 286,529

新 聞 (点) 52 3,096 515 131,699 132,214 83 135,445

非図書 (点) 790 4,548 46,056 4,139 50,195 24,610 80,143

注) ｢納入 (25条) 無償｣ は発行者 (納入義務者) による寄贈､ ｢寄贈｣ は発行者 (納入義務
者) 以外による寄贈｡

民間出版物の納入経路

国会議員をはじめ､

広く国民一般の利用

に供する

国民共有の文化的財

産・情報資源として､

保存し後世に伝える

当館が作成した目録

に掲載し､ 出版情報

を国内外に公表する

国立国会図書館

出 版 社

発 売 元

出 版 社
発 売 元
(上記以外)

個人・団体

発行者

著 者
所 蔵 者

直接 (来館・送付)

納本・寄贈

直接 (来館・送付)

寄贈

�日本出版取次協会

㈱地方・小出版流通センター

�教科書協会
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民
間
出
版
物
は
発
行
主
体
、
媒
体
と
も
に
多
様
で
あ
り
、
そ
の
出

版
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
刊
行
物
で
の
広
報
に
加
え
て
、
外
部
機
関
の
協
力

な
ど
も
得
て
、
納
本
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成
一
七
年

度
は
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
経
済
同
友
会
の
ご
協
力
を
得
て
、

社
史
・
団
体
史
の
納
入
に
つ
き
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

三

納
入
さ
れ
た
資
料
の
そ
の
後

納
入
さ
れ
た
資
料
は
、
当
館
資
料
と
し
て
の
受
入
作
業
を
行
い
、

書
誌
情
報
を
作
成
し
ま
す
。
こ
れ
が
我
が
国
で
発
行
さ
れ
た
出
版
物

の
総
目
録
と
し
て
の

｢

日
本
全
国
書
誌｣

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
で
あ
る
Ｎ
Ｄ
Ｌ－
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
掲
載
さ
れ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
検
索
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
資
料
は
、
ラ
ベ
ル
を
貼
る
な
ど
の
作
業
を

経
て
書
架
に
収
め
ら
れ
、
適
切
な
保
存
環
境
の
も
と
で
保
管
さ
れ
ま

す
。納

入
さ
れ
た
資
料
の
多
く
は
東
京
本
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ－

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
検
索
す
る
こ
と
で
、
お
探
し
の
資
料
が
国
立

国
会
図
書
館
の
三
施
設

(

東
京
本
館
、
関
西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書

館)

の
ど
こ
で
所
蔵
し
て
い
て
、
利
用
可
能
か
ど
う
か
が
正
確
に
分

か
り
ま
す
。
直
接
来
館
に
よ
る
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
は
も
と
よ
り
、

図
書
館
間
貸
出
し
や
各
種
複
写
サ
ー
ビ
ス
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
来
館
し
な
い
で
利
用
で
き
る
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

■
お
わ
り
に
■
■
■

現
行
納
本
制
度
も
創
設
後
六
○
年
近
く
が
経
過
し
、
多
く
の
発
行

者
か
ら
出
版
物
を
納
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を
広
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

発
行
者
や
出
版
物
の
数
が
大
き
く
増
加
し
、
発
行
・
流
通
形
態
も

多
様
化
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
は
、
当
館
が
出
版
に
関
す
る
情
報

を
独
自
に
調
査
・
把
握
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
納
本
制
度
が
よ
り
有
効
に
機
能
す
る
た

め
に
は
、
制
度
が
国
民
お
よ
び
国
会
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

十
分
に
説
明
し
、
発
行
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
民
の
皆
様
と
の

間
に
、
情
報
提
供
等
を
含
む
幅
広
い
協
力
・
連
携
関
係
を
築
く
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
が
可
能
に
す
る
重
要

な
機
能
を
十
全
に
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
当
館
は
最
大
限
の
努
力
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
納
本
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

＊
納
本
制
度
に
つ
い
て
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
関
連
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
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部
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画
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・
国
内
資
料
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こ
の
た
び
提
供
を
開
始
し
た
電
子
展
示
会

｢

史
料
に
み
る
日
本
の

近
代
―
開
国
か
ら
講
和
ま
で
一
〇
〇
年
の
軌
跡
―｣

は
、
憲
政
資
料

室
が
所
蔵
・
保
管
す
る
原
史
料
の
中
か
ら
、
日
本
近
代
政
治
史
の
画

期
や
特
色
を
と
ら
え
た
史
料
、
あ
る
い
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を

と
ら
え
た
史
料
を
選
び
出
し
、
開
国
か
ら
講
和
に
至
る
一
〇
〇
年
間

の
政
治
の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
概
観
し
、
さ
ら
に
は
臨
場
感
を
も
っ

て
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
当
館
を
含
め
て
日
本
近
代
史
や
近
代
史
上
の
人
物
に
つ

い
て
様
々
な
展
覧
会
・
展
示
会
が
催
さ
れ
て
来
た
が
、
来
観
者
と
史

料
の
接
触
は
来
観
の
短
い
時
間
に
限
ら
れ
、
次
の
ブ
ー
ス
や
他
の
来

観
者
と
の
兼
合
い
も
あ
っ
て
、
腰
を
据
え
て
じ
っ
く
り
凝
視
す
る
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
図
録
を
購
入
し
て
画
像
を
手
元
に

残
そ
う
と
し
て
も
、
す
べ
て
が
採
録
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
解

説
の
字
数
も
少
な
い
の
が
常
で
あ
っ
た

(

そ
も
そ
も
図
録
が
必
ず
頒

布
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た)

。
ま
た
、
展
覧
会
・
展
示
会

は
開
催
地
が
局
限
さ
れ
て
お
り
、
全
国
を
巡
る
よ
う
な
も
の
は
メ
デ
ィ

ア
・
ミ
ッ
ク
ス
型
の
も
の
だ
け
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
開
催
地

か
ら
離
れ
た
場
所
に
住
む
者
に
と
っ
て
は
ア
ク
セ
ス
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
。

今
回
の
企
画
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
依
拠
す
る
電
子
展
示
会

と
い
う
形
態
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
難
点
の
多
く

を
解
消
な
い
し
は
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
史
料
を
ス
ラ
イ
ド
・

シ
ョ
ー
や
連
続
ク
リ
ッ
ク
で

｢

流
し
見｣

｢

通
し
見｣

す
る
こ
と
も

で
き
る
し
、
付
属
の
年
表
を
利
用
し
て
興
味
の
あ
る
史
料
を

｢

幕
見｣

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
に
は
館
内
の
混
雑
も
会
場
へ
の
距
離
も

関
係
な
く
、
じ
っ
く
り
と
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
特

に
気
に
入
っ
た
も
の
は
プ
リ
ン
ト
・
ア
ウ
ト
し
て
図
録
に
代
え
る
こ

と
も
出
来
る
。
解
説
は
図
録
の
類
よ
り
か
な
り
詳
し
く
、
可
能
な
限

り
新
知
見
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

画
像
に
は
標
準
画
像
と
拡
大
画
像
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
原
史

料
が
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
、
初
心
者
が
見
て
読
み
づ
ら
い

も
の
に
は
読
解
が
テ
キ
ス
ト
で
併
録
し
て
あ
る
。
英
文
の
史
料
に
は

和
訳
が
添
え
て
あ
る
の
で
、
外
交
関
係
や
占
領
期
関
係
の
も
の
も
取

り
つ
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
請
求
記
号
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
関

心
が
深
ま
れ
ば
来
館
し
て
閲
覧
す
る
の
も
容
易
だ
。
因
み
に
原
史
料

の
連
続
で
は
と
か
く
飽
き
が
来
る
の
で
、
所
々
に

｢

ツ
カ
ミ｣

と
し

て
の
コ
ラ
ム
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
電
子
展
示
会
は
単
な
る
貴
重
史
料
・
重
要
史
料
の
展
覧
会
に
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止
ま
ら
な
い
。
近
代
史
に
関
心
を
持
ち
、
史
料
を
よ
り
深
く
理
解
し

た
い
人
、
読
み
こ
な
し
た
い
人
、
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
人
の
た
め

に
様
々
な
試
み
が
施
さ
れ
て
い
る
。
史
料
に
つ
い
て
の
総
説

｢

歴
史

史
料
と
は
何
か｣

に
は
史
料
批
判
、
日
記
史
料
・
書
翰
史
料
に
関
す

る
概
説
が
収
め
ら
れ
、
史
料
の
特
性
や
限
界
、
裏
話
な
ど
が
描
か
れ

て
い
る
。｢

歴
史
史
料
は
こ
う
使
う｣

は
ロ
ン
ド
ン
条
約
問
題
に
関

す
る
書
翰
史
料
を
も
と
に
、
史
料
操
作
・
史
料
批
判
の
実
際
を
リ
ア

ル
に

(

大
学
の
ゼ
ミ
指
導
風
に)

伝
授
し
て
い
る
。｢

年
表｣

や

｢

掲
載
資
料
一
覧｣

は
目
あ
て
の
史
料
に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
索
引
と
し

て
も
使
え
、｢

リ
ン
ク
集｣

は
近
代
史
を
よ
り
究
め
た
い
人
の
た
め

に
関
連
の
史
料
館
・
研
究
機
関
な
ど
の
サ
イ
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
電
子
展
示
会
の
本
当
の
目
玉
は
日
本
の
近
代
史
の
脈
動
を
生

々
し
く
伝
え
る
個
々
の
史
料

の
面
白
さ
で
あ
り
、
楽
し
さ

で
あ
る
。
実
を
い
え
ば
、
こ

れ
ま
で
に
触
れ
て
来
た
新
し

い
試
み
は
そ
れ
を
活
か
す
た

め
の
手
立
て
に
過
ぎ
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
ら
は
電
子
技
術
、

通
信
手
段
の
飛
躍
的
な
進
歩

に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
っ

た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
古

酒
な
ら
ぬ
史
料
を
新
し
い
皮

袋
に
収
め
て
芳
醇
な
美
酒
を

醸
し
広
め
て
行
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

(

さ
さ
き

た
か
し

主
題

情
報
部
客
員
調
査
員

聖
心

女
子
大
学
教
授)
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ミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
カカカカカカカカカカカカカカカカカカ

国
立
国
会
図
書
館
の
行
政
・
司
法
各
部
門
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
る
支
部
図
書
館
制
度
の
運
営
の
参
考
と
す
る
た
め
、
平
成

一
八
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
訪
問
、

い
く
つ
か
の
省
庁
と
最
高
裁
判
所
の
図
書
館
、
ま
た
米
国
議
会
図
書

館
に
お
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

支
部
図
書
館
制
度
は
東
京
本
館
と
関
西
館
を
中
心
と
す
る
国
立
国

会
図
書
館
中
央
館
と
各
府
省
庁
お
よ
び
最
高
裁
判
所
に
設
置
さ
れ
た

支
部
図
書
館
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
支
部
図
書
館

長
は
国
立
国
会
図
書
館
長
が

(

行
政
・
司
法
各
部
門
を
各
々
代
表
す

る
連
絡
調
整
委
員
会
の
委
員
の
推
薦
に
よ
っ
て)
任
命
し
、
中
央
館

は
各
支
部
図
書
館
に
対
し
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ほ
か
、
各

種
の
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
支
部
図
書
館
の
業
務
を
支
援
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
全
体
の
運
営
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
官

庁
出
版
物
の
納
本
、
府
省
庁
間
の
刊
行
物
の
交
換
、
資
料
の
相
互
貸

借
な
ど
の
幅
広
い
活
動
も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
で
可
能
と
な
っ

て
い
る

(

詳
細
に
つ
い
て
は
本
誌
五
四
五

(

二
〇
〇
六
年
八
月)

号

参
照)

。
世
界
の
国
立
図
書
館
に
例
を
見
な
い
と
い
わ
れ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
仕
組
み
で
あ
り
、
昭
和
二
三
年
の
制
度
創
設
以
降
、
我
が
国
の

情
報
資
源
を
効
率
的
に
構
築
・
活
用
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
支
部
図
書
館
制
度
は
戦
後
、
米
国
図
書
館
使
節

(

米
国
議
会

図
書
館
副
館
長
ク
ラ
ッ
プ
、
元
米
国
図
書
館
協
会
会
長
ブ
ラ
ウ
ン
の

両
氏
。
肩
書
は
い
ず
れ
も
当
時)

の
助
言
、
勧
告
を
基
礎
に
国
立
国

会
図
書
館
の
設
置
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
米
国
で
も
同
様
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
当
館
が
中
央
館
と
し
て
行
政
・
司
法
部
門
各
支
部
図
書
館
の
サ
ー

ビ
ス
・
運
営
に
果
た
し
て
い
る
よ
う
な
役
割
は
米
国
議
会
図
書
館
に

は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
は
納
本
制
度
の
も
と
で
、
国
立
国

会
図
書
館
が
支
部
図
書
館
を
通
し
て
政
府
諸
部
門
の
刊
行
物
を
入
手

し
、
立
法
府
、
ま
た
広
く
国
民
へ
と
提
供
す
る
こ
と
も
我
が
国
独
特

の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。｢

米
国
に
お
い
て
も
官
庁
図
書
館
の
相
互
連

携
が
い
か
に
合
理
的
で
あ
り
至
便
で
あ
る
か
が
周
知
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
の
歴
史
的
な
事
情
か
ら
容
易
に
そ
の
実
現
を

見
な
い
と
い
う
実
情
に
か
ん
が
み
、
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
と
し
て
日
本

に
お
け
る
新
し
い
図
書
館
計
画
に
そ
の
理
想
像
を
盛
り
こ
も
う
と
し

た｣

と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(

支
部
図
書
館
館
友
会
編
集
発
行

『

国
立
国
会
図
書
館
支
部
図
書
館
外
史』

(

昭
和
四
五
年
八
月)

二
ペ
ー

ジ)
。この

よ
う
に
、
日
本
と
米
国
と
で
は
制
度
も
異
な
り
、
相
違
点
も

目
立
っ
た
が
、
今
回
訪
問
し
た
米
国
の
各
政
府
図
書
館
に
お
い
て
は

日
本
と
同
じ
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
な
が
ら
様
々
な
方
法
で
対
処
し
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て
い
る
こ
と
を
見
聞
し
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

今
回
訪
問
し
た
の
は
省
レ
ベ
ル
の
連
邦
政
府
図
書
館
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
ら
の
歴
史
、
規
模
、
利
用
者
、
業
務
範
囲
、
ま
た
議
会
図
書
館

や
他
の
政
府
図
書
館
と
の
関
係
等
は
様
々
で
あ
っ
た
。
厳
し
い
連
邦

政
府
財
政
と
電
子
化
の
進
展
と
い
う
状
況
下
で
図
書
館
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
て
お
り
、
訪
問
直
前
の
二
月
に
は
環
境
保
護
庁
の
図
書
館

が
廃
止
さ
れ
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
例
え

ば
司
法
省
図
書
館
の
よ
う
に

｢

予
算
は
大
幅
に
増
え
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
け
れ
ど
も
、
十
分
に
あ
る｣

と
言
い
、
省
内
に
お
い
て
必
要

不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
、
活
発
な
活
動
を
展

開
し
て
い
る
図
書
館
も
あ
る
。

ま
た
、
今
回
は
訪
問
し
な
か
っ
た
が
、
厚
生
省
国
立
衛
生
研
究
所

に
所
属
す
る
国
立
医
学
図
書
館
、
農
務
省
に
所
属
す
る
国
立
農
業
図

書
館
は
政
府
図
書
館
の
枠
を
超
え
た
大
規
模

｢
国
立｣

図
書
館
で
あ

り
、
政
府
お
よ
び
国
全
体
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
と
い
う
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
特
に
米

国
議
会
図
書
館
の
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

(
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

はF
ed

era
l

L
ib

ra
ry

a
n

d
In

fo
rm

a
tio

n
C

en
ter

C
o
m

m
ittee

連
邦
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
委
員
会
の
略
・
後
述
二
二
ペ
ー
ジ)
で

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
は
連
絡
会

議
体
と
し
て
の
側
面
は
確
か
に
あ
る
が
、
実
質
的
な
機
能
と
役
割
は

｢

連
邦
調
達
庁
の
図
書
館
版｣

と
い
う
こ
と
で
、
希
望
す
る
政
府
図

書
館
の
た
め
に
手
数
料
を
と
っ
て
、
資
料
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
購
入

を
行
っ
て
い
る
。

以
下
、
今
回
訪
問
し
た
各
図
書
館
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
な
お
、

一
般
的
に
米
国
連
邦
政
府
図
書
館
と
い
う
場
合
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
省
庁
レ
ベ
ル
の
図
書
館
だ
け
で
な
く
、
地

方
出
先
機
関
、
世
界
各
地
に
存
在
す
る
軍
や
大
使
館
の
図
書
館
等
も

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
そ
の
数
も
千
数
百
か
ら
数
え
方
に
よ
っ
て
は
二

千
を
超
え
る
よ
う
で
あ
る
。

教
育
省
図
書
館

(

国
立
教
育
図
書
館)

教
育
省
図
書
館
は
一
九
九
四
年
以
降
国
立
教
育
図
書
館
と
し
て
機

能
し
て
お
り
、
現
在
で
は
教
育
省
教
育
科
学
研
究
所
の
下
に
置
か
れ

て
い
る
。
教
育
関
係
の
研
究
自
体
を
例
え
ば
医
学
研
究
の
よ
う
な
科

学
に
す
る
こ
と
が
志
向
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
調
査
研
究
に
奉
仕

す
る
研
究
図
書
館
を
め
ざ
し
て
い
る
。
教
育
科
学
研
究
所
は
自
ら
が

リ
サ
ー
チ
す
る
と
い
う
よ
り
外
部
へ
研
究
補
助
金
を
出
す
の
が
業
務

で
あ
り
、
図
書
館
は
こ
の
補
助
金
審
査
に
当
た
る
職
員
を
主
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
研
究
報
告
書
等
の
補
助
金
に
よ
る
成
果
物
は
自
動

的
に
は
図
書
館
に
入
っ
て
こ
な
い
が
、
集
め
る
努
力
を
し
て
い
る
。

職
員
数
は
一
〇
数
名
、
図
書
資
料
だ
け
で
六
万
冊
以
上
所
蔵
と
い

う
こ
と
で
、
か
な
り
こ
じ
ん
ま
り
し
た
印
象
で
あ
る
。
来
館
利
用
者

は
月
六
〇
名
程
度
、
ほ
と
ん
ど
は
省
職
員
で
あ
る
。
国
民
へ
の
公
開

を
原
則
と
し
て
い
る
が
現
場
の
教
師
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
研
究
者
が
あ
る
程
度
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

電
話
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
か
な
り
あ
る
が
基
本
的
な
統
計
類
を
参
照
す

れ
ば
す
む
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

相
互
貸
借
は
主
に
世
界
的
な
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
つ
で
あ

る
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
の
総
合
目
録W

o
rld

C
a
t

を
通
し
て
行
っ
て
お
り
、
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そ
の
他
の
業
務
上
で
も
他
の
連
邦
政
府
図
書
館
と
よ
り
は
、
む
し
ろ

教
育
関
係
機
関
と
の
間
で
の
や
り
と
り
が
多
い
。
議
会
図
書
館
は
相

互
貸
借
に
は
不
便
が
多
く
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
い
が
、
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
の
研
修
サ
ー
ビ
ス
等
は
利
用
し
て
い
る
。

図
書
館
長
や
会
計
担
当
者
等
は
連
邦
政
府
職
員
だ
が
、
司
書

(

図

書
館
情
報
学
修
士
保
持
者)

の
大
半
は
外
部
委
託
業
者
の
社
員
で
あ

る
。
財
政
上
の
理
由
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
あ
る
が
、

以
前
は
司
書
資
格
の
な
い
政
府
職
員
が
人
事
異
動
で
来
て
す
ぐ
に
ま

た
異
動
し
て
い
た
の
に
比
べ
専
門
性
は
増
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

教
育
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
は
現
在
で
は
外
部
委
託
し
て

お
り
、
委
託
業
者
は
図
書
館
の
管
理
下
に
あ
る
。
教
育
省
刊
行
資
料

は
省
内
出
版
局E

D
P

u
b
s

で
刊
行
さ
れ
る
。E

D
P

u
b
s

は
、
以

前
は
図
書
館
の
一
部
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
い
ま
は
別
部
門

に
あ
り
外
部
委
託
さ
れ
て
い
る
。

所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
保
存
措
置
は
し
て
お
ら
ず
、
傷
ん

だ
紙
資
料
は
そ
の
ま
ま
置
か
れ
て
い
た
。

国
務
省
図
書
館

一
七
八
九
年
設
置
の
最
も
古
い
連
邦
政
府
図
書
館
で
あ
り
、
初
代

国
務
長
官
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
が
発
展
さ
せ
た
伝
統
あ
る
図

書
館
で
あ
る
。
職
員
は
連
邦
政
府
職
員
が
二
〇
数
名
、
契
約
ス
タ
ッ

フ
が
三
名
で
あ
る
。

図
書
館
の
主
要
な
利
用
者
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
地
域
だ
け
で
も

各
所
に
分
か
れ
計
八
、〇
〇
〇
名
い
る
省
職
員
で
あ
る
。

以
前
来
館
利
用
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
数
年
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
で
図
書
館
を
広
報
し
た
結

果
急
増
し
、

現
在
で
は
月
に

一
、
五
〇
〇
名
程
度
来
館
す
る
。

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
は
省
職
員
が

自
分
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
で
図
書
館

の
目
録
を
検
索
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
図
書
館
が
契
約
し
て
い
る
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
を
利
用
で
き
る
。

し
か
し
、
中
高
年
層
を
中
心
に
紙

資
料
を
好
む
人
は
多
い
。
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
は
電
子
メ
ー
ル
、
電
話
も

受
け
て
お
り
、
月
に
二
〇
〇
か
ら

四
〇
〇
件
程
度
。
近
年
国
務
省
の

新
任
職
員
研
修
の
一
環
と
し
て
図
書
館
利
用
研
修
を
は
じ
め
た
こ
と

も
図
書
館
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、

図
書
館
内
で
小
展
示
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

図
書
館
の
利
用
目
的
は
様
々
で
特
に
決
ま
っ
た
顧
客
は
い
な
い
が
、

地
図
室
で
議
会
質
問
に
備
え
る
等
、
外
交
史
編
纂
室
職
員
の
利
用
が

多
い
。
一
般
の
研
究
者
も
図
書
館
を
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
関
係
で
職
員
が
常
に
付
き
添
わ
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
実
際
に
は
手
が
回
ら
な
い
。

省
内
の
法
律
図
書
館
が
昨
年
一
〇
月
に
メ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

傘
下
に
入
り
、
い
ま
ま
で
法
務
担
当
者
し
か
使
え
な
か
っ
た
も
の
が

全
職
員
に
公
開
さ
れ
た
。
ま
た
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
周
辺
に
国
務
省
職

員
研
修
セ
ン
タ
ー
図
書
館
が
あ
り
、
組
織
は
別
だ
が
実
務
上
の
関
係
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は
深
い
。
ま
た
、
各
国
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
資
料
室
は

九
〇
年
代
に
予
算
の
関
係
で
縮
小
し
大
使
館
内
に
移
る
も
の
が
目
立
っ

た
。
そ
の
後
こ
の
動
き
は
一
時
落
ち
つ
い
た
が
、
現
在
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
関
係
で
再
び
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

国
務
省
内
各
部
局
の
資
料
を
購
入
す
る
に
あ
た
っ
て
予
算
は
各
部

局
に
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
い
、
購
入
実
務
は
図
書
館
が
行
う

と
い
う
こ
と
が
、
特
に
定
期
購
読
の
雑
誌
、
新
聞
に
つ
い
て
か
な
り

の
程
度
な
さ
れ
て
き
た
。
現
在
は
各
職
員
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

資
料
購
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
図
書
館
に
よ
る
購
入
実
務

代
行
の
必
要
性
は
減
っ
た
。
七
〇
年
代
ま
で
は
世
界
各
地
の
大
使
館

の
資
料
を
廃
棄
前
に
国
務
省
図
書
館
に
送
付
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ

た
と
い
う
。

相
互
貸
借
は
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
を
通
し
て
行
っ
て
お
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
周
辺
の
大
学
や
公
共
図
書
館
と
行
う
こ
と
が
多
い
。
議
会
図
書
館

は
時
間
が
か
か
る
の
で
通
常
利
用
し
な
い
。
連
邦
政
府
図
書
館
も
距

離
が
近
い
も
の
や
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

の
理
事
会
や

各
種
セ
ミ
ナ
ー
で
知
り
合
っ
た
人
の
つ
な
が
り
の
あ
る
図
書
館
を
利

用
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
購
入
等
に
関
し
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

利
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
連
邦
政
府
図
書
館
は
そ
れ
ぞ
れ
が
特
別
な

専
門
図
書
館
な
の
で
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

図
書
館
で
は
省
内
の
刊
行
物
全
体
の
把
握
は
難
し
い
。
国
務
省
の

出
版
物
は
大
半
が
省
内
出
版
局
で
刊
行
さ
れ
、
数
は
少
な
い
が
主
要

な
も
の
で
、
米
国
政
府
印
刷
局
で
印
刷
、
他
の
寄
託
図
書
館
向
け
に

流
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
今
回
訪
問
し
た
ほ
か
の
連
邦
政
府
図
書
館

同
様
、
国
務
省
図
書
館
は
政
府
印
刷
局
か
ら
選
択
的
に
寄
託
を
受
け

て
い
る
。

図
書
館
閲
覧
室
に
続
い
て
書
庫
が
あ
り
、
建
物
三
階
分

(

書
庫
四

層)

に
わ
た
っ
て
い
る
。
た
び
た
び
ス
ペ
ー
ス
削
減
の
話
が
持
ち
上

が
る
が
、
書
庫
に
設
置
さ
れ
た
書
架
が
建
物
を
支
え
る
構
造
の
一
部

と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
動
か
し
よ
う
が
な
い
。
デ
ジ
タ
ル

化
等
の
予
算
は
全
く
な
く
、
劣
化
し
つ
つ
あ
る
資
料
も
そ
の
ま
ま
で

あ
る
。

最
高
裁
判
所
図
書
館

現
在
の
最
高
裁
判
所
の
建
物
は
一
九
三
五
年
完
成
で
、
現
在
数
年

を
か
け
て
改
修
を
進
め
て
い
る
。
壁
面
に
彫
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
絵

画
が
並
ぶ
重
厚
な
閲
覧
室
を
有
す
る
図
書
館
も
工
事
中
で
あ
り
、
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
し
て
い
る
が
、
職
員
事
務
室
の
一
部
は
仮
の

オ
フ
ィ
ス
に
移
転
し
て
い
る
。
最
高
裁
判
所
の
三
階
部
分
等
を
図
書

館
が
占
め
て
お
り
、
図
書
だ
け
で
も
六
〇
万
冊
所
蔵
。
オ
ン
ラ
イ
ン

や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
と
の
重
複
も
多
い
が
、
紙
資
料
を
要
求

さ
れ
る
場
合
が
多
々
あ
る
の
で
最
高
裁
判
所
の
建
物
内
外
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
保
管
し
て
い
る
。

図
書
館
の
職
員
は
約
三
〇
名
で
基
本
的
に
連
邦
職
員
で
あ
り
、
収

集
、
目
録
、
閲
覧
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
等
の
担
当
者
の
ほ
か
、
シ
ス
テ

ム
担
当
者
、
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
資
料
の
保
存
担
当

(

作
業

は
外
部
業
者
へ
送
付)

も
置
か
れ
て
い
る
。

最
高
裁
判
所
職
員
四
三
〇
名
中
、
約
七
五
名
に
利
用
は
集
中
し
て

い
る
。
九
名
の
判
事
と
法
律
事
務
官
、
裁
判
所
書
記
官
等
で
あ
り
、

彼
ら
が
文
字
通
り
の
顧
客
で
あ
る
。
図
書
館
職
員
は
彼
ら
と
特
別
・
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密
接
な
関
係
を
築
き
な
が
ら
い
わ
ば
共
同
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

｢
あ
る
本
が
必
要
と
言
わ
れ
た
ら
そ
の
場
で
本
屋
ま
で
走
る｣

と
い

う
。
一
般
市
民
も
来
館
利
用
が
で
き
る
が
、
閲
覧
室
か
ら
離
れ
た
専

用
の
小
さ
い
受
付
で
応
対
し
、
そ
の
脇
の
事
務
ス
ペ
ー
ス
で
複
写
等

を
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

図
書
館
の
蔵
書
は
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
で
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、
相
互
貸
借

も
行
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
歴
史
的
に
関
係
が
深
く
、
距
離
的
に

近
い
議
会
図
書
館
か
ら
の
借
出
し
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
は
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
て
お
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

の
受
理
処
理
は
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
る
。
件
数
は
年
間
二
千
件
弱
。

専
門
的
な
も
の
か
ら
簡
易
な
も
の
ま
で
内
容
は
様
々
で
あ
る
。

図
書
館
で
は
所
蔵
目
録
を
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
提
供
す
る
と
と
も

に
、
現
在
最
高
裁
判
所
で
係
争
中
の
事
件
の
概
要
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
た
も
の
、
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
も
提
供
し
て
い

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
購
入
に
つ
い
て
は
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

等
を
積
極
的
に
利
用
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
組
ん
で
低
価
格
化
を
は
か
っ
て
い
る
。

司
法
省
図
書
館

自
他
と
も
に
認
め
る
最
も
充
実
し
た
連
邦
政
府
図
書
館
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
五
階
に
あ
る
図
書
館
入
口
を
入
っ
た
ホ
ー
ル
は
歴
史
的
遺

産
と
し
て
指
定
さ
れ
、
全
く
手
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
昔
の

目
録
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
も
そ
の
ま
ま
置
い
て
あ
る
。
筆
者
が
訪
問
し
た

時
に
は
ち
ょ
う
ど
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
展
示
会
を

図
書
館
前
の
展
示
ケ
ー
ス
で
催
し
て
い
た
。
ス
タ
ッ
フ
約
六
〇
名
の

う
ち
四
〇
名
が
連
邦
政
府
職

員
、
残
り
二
〇
名
が
外
部
委

託
業
者
の
社
員
。
業
者
ス
タ
ッ

フ
に
は
例
外
的
に
司
書
も
い

る
が
基
本
的
に
専
門
性
は
求

め
ら
れ
て
い
な
い
。

司
法
省
職
員
に
奉
仕
す
る

の
が
任
務
で
あ
り
、
司
法
長

官
室
、
法
務
局
長
室
、
そ
し

て
六
つ
あ
る
訴
訟
担
当
室
の

職
員
が
お
も
な
顧
客
で
あ
る
。

司
法
省
は
対
連
邦
政
府
の
訴

訟
の
主
体
と
な
る
の
で
、
そ

の
訴
訟
関
係
に
奉
仕
す
る
の

が
お
も
な
役
割
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
省
内
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
や
予
算

担
当
等
総
務
部
門
の
職
員
の
利
用
も
あ
る
。
他
省
庁
職
員
の
利
用
に

つ
い
て
は
業
務
上
ゆ
と
り
が
あ
れ
ば
受
け
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

以
前
は
一
般
市
民
に
も
開
か
れ
て
い
た
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
関

係
で
現
在
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
。
実
際
、
司
法
省
の
出
入
り
チ
ェ
ッ

ク
は
他
省
庁
に
ま
し
て
厳
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。

幾
つ
か
あ
る
分
館
、
司
法
省
全
体
、
さ
ら
に
全
米
各
地
の
連
邦
検

事
局
の
資
料
収
集
業
務
も
こ
の
図
書
館
で
行
っ
て
い
る
。
遠
隔
地
の

場
合
、
資
料
は
直
接
送
ら
れ
る
。

相
互
貸
借
に
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
も
利
用
す
る
が
、
可
能
な
限
り
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
内
の
機
関
と
や
り
と
り
す
る
よ
う
に
し
、
Ｄ
Ｃ
内
で
あ
れ
ば

547号／2006⑩国立国会図書館月報 ― 20―

司法省図書館



瞬
時
に
資
料
を
取
り
に
行
く
担
当
者
が
い
る
。
議
会
図
書
館
か
ら
借

り
る
ケ
ー
ス
が
た
い
へ
ん
多
く
、
議
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
は
迅
速

で
便
利
だ
と
感
じ
て
い
る
。
他
の
連
邦
政
府
図
書
館
や
大
学
図
書
館

と
の
貸
借
も
多
く
、
一
般
市
民
へ
の
還
元
の
意
味
合
い
で
民
間
の
法

律
事
務
所
に
も
貸
出
し
を
す
る
。
司
法
省
図
書
館
は
英
語
以
外
の
資

料
を
基
本
的
に
収
集
し
て
お
ら
ず
、
特
に
外
国
関
係
等
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
は
議
会
図
書
館
の
法
律
図
書
館
に
有
料
で
依
頼
し
て
い
る
。
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
は
年
に
二
万
件
で
、
来
館
す
る
よ
り
電
子
メ
ー
ル
や
電

話
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
が
多
い
。

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
構
築
し
、

職
員
は
分
館
を
含
む
図
書
館
の
目
録
を
検
索
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
や
相
互
貸
借
の
申
込
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
検
索
等
を
行
え
る
。
一
方
、
紙
資
料
を
好

む
人
は
多
く
、
紙
資
料
の
重
要
性
は
減
ら
な
い
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

の
購
入
に
関
し
て
は
似
た
よ
う
な
省
庁

(

連
邦
捜
査
局
や
麻
薬
取
締

局
等)

と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
作
っ
て
購
入
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
も
利
用
す
る
。
様
々
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
省

職
員
や
イ
ン
タ
ー
ン
向
け
に
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
提
供
し
て
お
り
こ

う
し
た
情
報
も
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

司
法
省
図
書
館
職
員
は
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
よ
く
利
用
し
て
い
る
と
い
う
。

特
筆
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

｢

立
法
経
過｣

の
作
成
・
提
供
が

あ
る
。
米
国
で
は
、
訴
訟
そ
の
他
の
法
解
釈
の
場
で

｢

立
法
経
過｣

が
参
照
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
以
前
か
ら
紙
で
編
集
し
て
お
り
、
現

在
は
蓄
積
さ
れ
た
も
の
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
。

司
法
省
図
書
館
は
九
か
所
に
あ
る
分
館
を
減
ら
す
方
向
で
動
い
て

お
り
、
ま
た
メ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
あ
る
資
料
修
復
室
の
業
務
は

将
来
外
部
委
託
さ
れ
る
話
が
出
て
い
る
。

司
法
省
の
刊
行
物
は
政
府
印
刷
局
や
外
部
業
者
に
よ
り
印
刷
さ
れ

て
お
り
、
省
内
出
版
局
は
な
い
。
図
書
館
で
省
刊
行
物
す
べ
て
を
把

握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
役
割
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な

い
。
省
内
に
図
書
館
と
は
別
途
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
一
名
が
い
て
司
法
省

の
刊
行
物
を
集
積
、
や
が
て
は
国
立
公
文
書
館
に
送
付
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
国
立
公
文
書
館
が
政
府
刊
行
物
の
保
管
所
で
あ
り
、

各
省
庁
が
別
途
保
管
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

労
働
省
図
書
館

労
働
省
図
書
館
に
は
法
律
図
書
館
が
組
織
上
お
よ
び
ス
ペ
ー
ス
上

そ
の
一
部
と
い
う
形
で
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
労
働
関
係
法
分
野
の

法
律
専
門
図
書
館
が
労
働
省
図
書
館
の
な
か
で
か
な
り
の
比
重
を
占

め
、
利
用
者
も
多
い
。
法
律
図
書
館
は
労
働
省
内
の
法
務
室
職
員
に

奉
仕
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
が
、
連
邦
雇
用
機
会
均
等
委
員
会
等

他
の
連
邦
労
働
関
係
機
関
職
員
も
頻
繁
に
利
用
す
る
。
民
間
の
弁
護

士
事
務
所
も
利
用
で
き
る
。
特
に
立
法
経
緯
の
調
査
が
多
く
、
法
律

図
書
館
の
司
書
も
関
係
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
備
え
て
い
る
。
法
令
関

係
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
導
入
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
が
網

羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
紙
資
料
の
需
要
は
多
い
。

法
律
図
書
館
以
外
の
部
分
も
一
般
市
民
へ
の
公
開
は
あ
く
ま
で
限

定
的
に
行
っ
て
い
る
。
省
職
員
の
利
用
も
来
館
す
る
者
は
少
な
い
。

電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
も
受
け
て
お
り
、
労
働
統
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計
関
係
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
が
多
い
。
相
互
貸
借
に
つ
い
て
は
Ｏ
Ｃ
Ｌ

Ｃ
を
利
用
し
、
議
会
図
書
館
や
各
種
研
究
図
書
館
と
の
貸
借
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
外
国
か
ら
の
依
頼
に
も
対
応
し
て
い
る
。
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
内
の
他
の
連
邦
政
府
図
書
館
と
の
相
互
貸
借
は
ほ
と
ん
ど

な
い
が
、
労
働
省
職
員
が
直
接
行
っ
て
利
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
そ
の

必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

労
働
省
図
書
館
で
働
い
て
い
る
一
〇
数
名
の
ス
タ
ッ
フ
は
す
べ
て

外
部
委
託
業
者
の
社
員
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
五
年
程
前
に
導
入
さ
れ

た
も
の
で
図
書
館
の
統
括
に
あ
た
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
こ
の
外
部
業
者
社
員
で
あ
る
。
連
邦
政
府
職
員
と
し
て
は

委
託
業
者
と
の
調
整
官
が
一
名
い
る
が
図
書
館
に
は
常
駐
し
て
い
な

い
。
数
年
ご
と
に
業
者
を
入
札
で
入
れ
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
最

近
委
託
業
者
が
か
わ
っ
た
。
労
働
省
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
は
新
業
者
に

全
員
移
る
形
に
な
り
、
人
的
な
継
続
性
は
保
た
れ
て
い
る
。
外
部
業

者
を
使
う
意
味
は
、
特
に
労
働
省
の
場
合
は
雇
用
機
会
の
確
保
と
い

う
視
点
も
あ
る
と
い
う
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
収
集
、
目
録
、
特
別
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
、
Ｐ
Ｃ
関
係

(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ

グ)

等
々
す
べ
て
こ
の
業
者
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

目
録
は
一
九
七
五
年
以
前
分
が
現
在
遡
及
入
力
中
で
、
入
力
済
み
の

目
録
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。

労
働
省
刊
行
物
を
網
羅
し
て
所
蔵
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

で
き
る
だ
け
各
部
局
か
ら
入
手
す
る
よ
う
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

刊
行
物
は
政
府
印
刷
局
や
外
部
業
者
で
印
刷
さ
れ
る
が
、
最
近
は
デ

ジ
タ
ル
の
も
の
も
多
い
。
資
料
保
存
の
た
め
の
対
策
は
特
に
行
っ
て

い
な
い
。

婦
人
月
間
等
、
毎
月
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
小
展
示
を
図
書
館
内
の

展
示
ケ
ー
ス
で
行
い
、
同
時
に
同
じ
テ
ー
マ
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

(

米
国
議
会
図
書
館
内)

米
国
議
会
図
書
館
ア
ダ
ム
ス
館
二
階
に
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｋ
の
事
務
室
、
研
修
室
と
会
議
室
が
あ
る
。
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
／

Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

は
完
全
に
独
立
採
算
で
あ
り
、
四
〇
名
の
ス
タ
ッ

フ
も
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
の
あ
げ
る
収
益
で
雇
用
さ
れ

て
い
る
。

Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
一
九
六
五
年
創
設
で
四
つ
の
国
立
図
書
館

(

議
会

図
書
館
、
国
立
医
学
図
書
館
、
国
立
農
業
図
書
館
、
国
立
教
育
図
書

館)

の
長
と
連
邦
中
央
省
庁
、
最
高
裁
判
所
そ
の
他
の
代
表
者
か
ら

な
り
、
議
長
は
議
会
図
書
館
長
が
務
め
る
。
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
任
務
は

異
な
る
省
庁
間
の
協
力
を
通
し
、
連
邦
政
府
図
書
館
と
情
報
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
は
か
り
、
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
へ
の
指
針
を
与
え
る
こ
と

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
は
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
ビ
ジ
ネ
ス

部
分
で
あ
り
、
連
邦
政
府
図
書
館
、
情
報
セ
ン
タ
ー
に
対
し
購
入
、

リ
ソ
ー
ス
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
研
修
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
側
面
で
奉
仕

し
て
い
る
。
各
機
関
に
か
わ
っ
て
契
約
に
か
か
る
交
渉
を
行
い
、
そ

の
結
果
、
図
書
館
職
員
や
会
計
担
当
者
は
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
や

図
書
・
雑
誌
・
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
そ
の
他
資
料
保
存
等
を
含
む
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
時
間
と
手
間
、
予
算
を
節
約
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
連
邦
政
府
機
関
全
体
の
購
買
力
が
高
ま
る
と
い
う
発
想

で
、
手
数
料
を
と
っ
て
行
う
。
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こ
う
し
た
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
の
役
割
は
連
邦
調
達

庁
等
と
競
合
関
係
に
あ
り
、
ま
た
最
近
の
調
査
で
顧
客
は
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
の
手
数
料
を
高
い
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
結

果
が
出
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
今
後
の
事
業
展
開
の
方
向
性
を
検

討
中
で
あ
り
、
手
数
料
以
外
に
収
入
源
を
確
保
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
収
益
を
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
職
員
を
減
ら
す
こ
と
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
中
で

も
研
修
は
各
連
邦
政
府
図
書
館
で
評
価
を
得
て
い
た
が
、
こ
う
し
た

研
修
に
つ
い
て
も
大
半
は
研
修
提
供
会
社
と
の
価
格
の
仲
介
が
役
割

で
あ
る
。
基
本
的
に
有
料
の
研
修
で
あ
り
、
通
常
研
修
職
員
が
所
属

す
る
連
邦
政
府
機
関
が
支
払
う
。
研
修
科
目
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ

た
り
、
常
時
並
行
し
て
数
個
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

連
邦
政
府
図
書
館
職
員
の
な
か
に
は
司
書
で
な
い
人
も
多
く
、
初
級

者
向
け
基
礎
研
修
も
あ
れ
ば
、
専
門
的
な
も
の
や
管
理
職
者
研
修
も

あ
る
。
世
界
各
国
に
あ
る
大
使
館
や
軍
の
図
書
館
か
ら
は
遠
隔
研
修

や
二
四
時
間
研
修
の
強
化
を
要
望
さ
れ
て
い
る
。
将
来
は
学
位
授
与

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
二
月
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
関
し
て
、
顧
客
ニ
ー
ズ
等

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
が
三
月
に
公
表
さ
れ
た
。
既
存
の
事
業
に

つ
い
て
は
会
計
手
続
の
改
善
、
遠
隔
研
修
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
等
の

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
。
こ
の
一
方
で
、
Ｆ
Ｌ
Ｉ

Ｃ
Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
の
さ
ら
な
る
展
開
を
望
む
意
見
も
あ
っ
た
。

連
邦
政
府
図
書
館
は
現
在
の
政
府
財
政
危
機
の
な
か
で
最
初
に
削
減

の
対
象
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
要
望
や
、
さ
ら
に
進
ん
だ
役
割
、
連

邦
政
府
図
書
館
の
閉
鎖
、
外
注
化
の
中
で
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
／
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｋ
に
政
府
図
書
館
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
唱
道
者
に
な
っ
て
欲

し
い
と
い
う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
で
は
新
た
な
中
央
館
と
支
部
図
書
館
の

連
携
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
計
画
の
策
定
へ
向
け
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。
こ
の
度
の
米
国
連
邦
政
府
図
書
館
の
調
査
結
果
も
そ
の
中

で
生
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
政
府
図
書
館
の
場
合

自
省
職
員
が
お
も
な
顧
客
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
図
書
館
の
性
格

に
よ
っ
て
は
全
職
員
が
顧
客
と
い
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ま
た
研
究
系

職
員

(

研
究
図
書
館)

、
法
務
関
係
職
員

(

法
律
図
書
館)

が
お
も

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
我
が
国
の
支
部
図

書
館
制
度
の
も
と
で
は
他
府
省
庁
職
員
も
利
用
者
で
あ
り
、
さ
ら
に

国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
支
部
図
書
館
も
あ
る
。

政
府
図
書
館
は
自
ら
の
図
書
館
の
性
格
付
け
、
主
要
な
顧
客
を
再

認
識
、
明
確
化
し
つ
つ
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
組
織
内
広
報
強
化

を
基
礎
に
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
さ

ら
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
中
央
館

は
、
支
部
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
的
運
営
と
行
政
・
司
法
各

部
門
へ
の
よ
り
高
度
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

個
々
の
支
部
図
書
館
の
運
営
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
様
々
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(

ロ
ー
ラ
ー

ミ
カ

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
課
長
補
佐)
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�

国
立
国
会
図
書
館
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
次
の
う

ち
い
く
つ
ご
存
知
で
す
か
？

①
国
会
に
属
し
て
い

る
。
②
日
本
で
最
大
規
模
の
蔵
書
を
持
つ
図
書
館
で

あ
る
。
③
国
内
の
出
版
物
を
網
羅
的
に
集
め
る
納
本

制
度
を
も
つ
。
④
集
め
た
資
料
は
、
目
録
を
作
成
し

大
切
に
保
存
し
て
い
る
。
⑤
東
京
本
館
、
関
西
館
、

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
三
つ
の
施
設
が
あ
る
。
⑥
国

会
の
活
動
を
補
佐
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
⑦
行
政
機
関
や
裁
判
所
、
国

民
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
⑧
近
隣
の
図
書
館
で
資
料
を
取
り

寄
せ
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑨
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
目
録
の
検
索
や
原
資

料
の
閲
覧
な
ど
が
で
き
る
。
⑩
国
の
中

央
図
書
館
と
し
て
国
内
外
の
図
書
館
と

の
連
携
・
協
力
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

総
務
課
広
報
係
は
、
館
の
広
報
の
総

括
を
担
当
し
て
い
ま
す
。｢

広
報｣

と

い
う
短
い
一
言
に
は
、
館
の
役
割
や
任
務
を
外
部
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

案
内
、
展
示
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
の
ほ

か
、
取
材
対
応
な
ど
、
幅
広
い
業
務
が
含
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
対
象
や
必
要
な
表
現
方
法
が
異
な
る
た

め
、
個
別
に
作
戦
を
立
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
イ
ベ
ン
ト
や
新
し
い
事
業
を
お
知
ら
せ

す
る
場
合
、
ま
ず
担
当
者
に
知
恵
を
出
し
て
も
ら
い

ま
す
。
そ
の
後
我
々
が
、｢

目
玉
は
何
？｣
｢

知
ら
せ

た
い
相
手
は
？｣

｢

ど
ん
な
媒
体
が
効
果
的
？｣

な

ど
、
外
の
眼
に
な
り
き
っ
て
、
担
当
者
と
一
緒
に
広

報
案
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
こ
の
や
り
と
り
は
、
影

の
仕
事
で
は
あ
り
ま
す
が
重
要
で
す
。
広
報
の
効
果

は
ほ
と
ん
ど
こ
こ
で
決
ま
る
と
い
え
ま
す
。
担
当
者
に

よ
っ
て
は
と
て
も
手
の
こ
ん
だ
資
料
や
面
白
い
裏
話

を
準
備
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
気
合
が
入
り
ま
す
。

一
方
で
、
時
に
は
マ
ス
コ
ミ
か
ら
業

務
の
効
率
性
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い

て
厳
し
い
ご
指
摘
を
伴
っ
た
取
材
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
館
の
業
務
を

一
つ
一
つ
説
明
し
、
ご
理
解
い
た
だ
け

た
と
き
に
は
心
か
ら
ほ
っ
と
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
撮
影
で
は
、
五
分
間
の
映
像

に
丸
一
日
か
か
る
こ
と
も
。

こ
こ
で
冒
頭
の
質
問
に
戻
り
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
過
去
一
年
間

に
外
部
の
方
か
ら

｢
知
り
ま
せ
ん
で
し
た｣

と
言
わ

れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の

『

月
報』

の
読
者
に
は
当
た

り
前
の
こ
と
ば
か
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
の
中

に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
日
々
痛
感

し
て
い
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
の
様
々
な
側
面
が

よ
り
多
く
の
人
に
知
ら
れ
、
そ
の
機
能
を
存
分
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
広
報
担
当
者
の
一
番

の
願
い
で
す
。

(

総
務
課
広
報
係

一
〇
〇
一)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

�
�
�

第
一
一
四
回

洋
裁
の
歴
史

平
成
一
八
年
一
一
月
一
六
日

(

木)

か
ら

一
二
月
一
九
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
平
成
二
年
か
ら
、
常

設
展
示
を
通
じ
て
様
々
な
資
料
を
ご
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。
第
一
〇
七
回
以
降
の
展
示
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
に
お
い
て
、
資

料
一
覧
や
解
説
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
こ
れ
ま
で
最
も
ア
ク

セ
ス
数
が
多
い
第
一
一
四
回
常
設
展
示

｢

洋
裁
の

歴
史｣

(
h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/
jp

/
g

a
llery

/
p
erm

a
n

en
t/

jo
u

setsu
114.h

tm
l)

を
、
今
回

再
構
成
し
、
展
示
し
ま
す
。

そ
の
時
々
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
事
情
を
う
か
が
わ

せ
る
資
料
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。



自
衛
隊
施
設
内
の
歴
史
的
建
造
物

明
治
・
大
正
編

防
衛
施
設
技
術
協
会
編

(

〒
110-
0016

東
京
都
台
東
区
台
東
一－

三－

五)

二
〇
〇
五
・
三

一
〇
三
頁

Ａ
４

(K
A

272-H
8)

明
治
政
府
は
様
々
な
も
の
の
近
代
化
・
西
洋
化
を

推
し
進
め
、
欧
米
列
強
に
肩
を
並
べ
よ
う
と
し
た
。

い
わ
ゆ
る
富
国
強
兵
な
ど
の
政
策
で
あ
る
。
本
書
は
、

近
代
化
の
息
吹
を
今
に
伝
え
る
、
自
衛
隊
施
設
内
に

保
存
、
ま
た
は
、
利
用
さ
れ
て
い
る
明
治
時
代
か
ら

大
正
時
代
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
歴
史
的
建
造
物

二
七
例
を
紹
介
し
、｢

専
門
家
以
外
の
方
々
に
歴
史

的
建
造
物
に
興
味
を
持
つ
た
め
の
手
引
書｣

と
し
て

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

紙
面
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
を
カ
ラ
ー
写
真
が
占
め
、

概
説
は
四
分
の
一
程
度
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

概
説
に
は

｢

私
感
や
私
的
評
価
を
避
け
、
客
観
的
な

事
実
の
み
記
述
し｣

た
と
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、

名
称
、
建
築
年
代
、
設
計
者
、
施
工
者
、
構
造
、
現

在
お
よ
び
当
初
の
用
途
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
設
計

者
、
施
工
者
に
つ
い
て
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
い
。

本
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
施
設
は
す
べ
て
旧
帝
国

軍
の
施
設
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
代
別

に
み
る
と
、
明
治
時
代
二
〇
例
、
大
正
時
代
七
例
と

な
っ
て
い
る
。
最
も
古
い
も
の
は
、
明
治
七
年
に
兵

舎
と
し
て
建
築
さ
れ
た
新
潟
県
の
新
発
田
駐
屯
地
に

あ
る
白
壁
資
料
館
で
あ
る
。
地
域
別
に
み
る
と
東
北

か
ら
九
州
ま
で
、
北
海
道
と
沖
縄
を
除
く
ほ
ぼ
全
国

に
及
ぶ
が
、
広
島
県
は
旧
海
軍
の
要
地
で
あ
っ
た
た

め
、
江
田
島
か
ら
五
例
、
呉
か
ら
二
例
と
多
数
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

江
田
島
の
旧
海
軍
兵
学
校
の
た
め
に
明
治
二
一
年

か
ら
三
七
年
に
建
設
さ
れ
た
三
例
は
、
レ
ン
ガ
造
り

の
外
観
で
目
を
引
く
。
当
館
の
近
く
で
現
在
見
ら
れ

る
建
築
で
は
、
法
務
省
本
館

(

旧
司
法
省)

が
明
治

二
八
年
、
日
本
銀
行
本
店
が
同
二
九
年
で
同
時
代
の

も
の
で
あ
る
。
特
に
法
務
省
本
館
は
、
意
匠
が
異
な

る
と
は
い
え
同
じ
レ
ン
ガ
造
り
の
外
観
の
た
め
、
似

た
雰
囲
気
を
た
た
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
番
古
い
明
治
七
年
建
設
の
白
壁
資
料
館

と
同
時
代
の
建
築
物
は
、
明
治
六
年
の
第
一
国
立
銀

行
や
、
明
治
一
一
年
の
鹿
鳴
館
で
あ
る
が
、
共
に
現

存
し
て
は
い
な
い
。
あ
と
が
き
に
あ
る
よ
う
に

｢

モ

ノ
を
大
切
に
使
う
組
織｣

と
い
う
の
も
う
な
ず
け
る
。

紹
介
さ
れ
た
建
物
は
、
現
在
も
な
お
、
当
初
と
ほ

ぼ
同
じ
用
途
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な

い
一
方
で
、
現
在
で
は
資
料
館
や
記
念
館
等
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
見
学
で

き
る
の
か
ど
う
か
が
本
書
で
は
不
明
で
あ
る
。
刊
行

時
点
の
情
報
で
あ
っ
て
も
、
住
所
や
簡
単
に
見
学
で

き
る
の
か
否
か
の
記
載
が
な
い
点
は
残
念
だ
。

な
お
、
本
書
の
続
編
と
し
て
昭
和
編
が
平
成
一
八

年
に
刊
行
さ
れ
た
。

(

牛う
し

島じ
ま

靖や
す

欧お)
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上
海
新
華
書
店
旧
蔵
書
遡
及
入
力
の
終
了
に
つ
い
て

関
西
館
資
料
部
ア
ジ
ア
情
報
課

は
じ
め
に

平
成
一
三
年
度
に
開
始
し
た
上
海
新
華
書
店
旧
蔵
書
の
遡
及
入
力

が
一
七
年
度
末
で
一
部
を
除
き
す
べ
て
終
了
し
た
。
一
四
万
三
三
八

件
一
五
万
八
〇
三
冊
に
つ
い
て
、
遡
及
入
力
デ
ー
タ
を
ア
ジ
ア
言
語

О
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
搭
載
し
、
資
料
の
検
索
と
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
。

一
五
万
冊
の
デ
ー
タ
数
は
ア
ジ
ア
言
語
О
Ｐ
Ａ
Ｃ
搭
載
の
関
西
館
ア

ジ
ア
情
報
課
所
管
中
国
語
図
書
全
体
の
約
七
割
を
占
め
て
い
る

(

四
六
ペ
ー
ジ

｢

関
西
館
の
資
料
紹
介｣
参
照)

。

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
九
年
度
に
か
け
て
購

入
し
た
も
の
で
、
上
海
新
華
書
店
が
保
管
し
て
い
た
中
国
書
の
見
本

約
一
七
万
冊
か
ら
な
る
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
初
め
ま
で

の
上
海
を
中
心
と
す
る
華
東
地
区
の
出
版
物
を
多
く
含
み
、
内
容
は
、

文
芸
書
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ン
、
毛
沢
東
な
ど
の

著
作
集
、
啓
蒙
書
、
実
用
書
、
古
典
、
連
環
画
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

上
海
新
華
書
店
と
そ
の
沿
革
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
蔵
書
構
成
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
本
誌
第
五
〇
四
号

(

二
〇
〇
三
年
三
月)

で
紹
介

し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
遡
及
入
力
の
作
業
工
程
、
入
力
デ
ー
タ

項
目
、
利
用
提
供
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

作
業
工
程

遡
及
入
力
を
開
始
し
た
平
成
一
三
年
度
は
、
約
一
万
五
千
冊
を
整

理
し
た
が
、
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
資
料
の
状
態
に
よ
り

入
力
の
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
に
し
た
。
資
料
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

で
二
、一
三
七
箱
あ
り
、
箱
に
は
暫
置
さ
れ
て
い
た
倉
庫
の
場
所
に

よ
り
大
阪
№
一
〜
九
五
七
、
横
浜
№
一
〜
一
一
八
〇
の
箱
番
号
が
付

さ
れ
て
い
る
。
購
入
と
同
時
に
納
品
さ
れ
た
電
子
デ
ー
タ
と
そ
の
打

出
し
リ
ス
ト
に
は
、
簡
易
な
書
誌
と
箱
ご
と
の
通
し
番
号
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
箱
番
号
が
現
物

(

資
料)

と
デ
ー
タ
を
照
合
す
る

際
の
手
が
か
り
と
な
る
。
作
業
は
ま
ず
箱
か
ら
取
り
出
し
た
資
料
を

リ
ス
ト
と
照
合
し
、
整
理
可
能
な
も
の
、
破
損
本
、
綫
装
本
、
洋
書
、

逐
次
刊
行
物
、
児
童
書
、
現
物
は
あ
る
が
デ
ー
タ
が
な
い
も
の
、
デ
ー

タ
は
あ
る
が
現
物
が
な
い
も
の
に
分
け
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

資
料
の
保
存
状
態
は
同
じ
箱
の
中
で
も
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
が
、
こ

こ
で
は
ま
ず
整
理
可
能
な
も
の
を
多
く
含
む
箱
を
優
先
し
て
抽
出
す

る
こ
と
に
し
た
。
保
管
場
所
は
空
調
の
行
き
届
か
な
い
東
京
本
館
地

下
一
階
の
倉
庫
で
、
二
千
箱
を
収
容
す
る
に
は
狭
く
、
積
み
上
げ
た

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
開
梱
し
て
は
積
み
直
す
作
業
を
、
選
定
作
業
中
は

何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
一
四
年
度
は
約
三
万
冊
を
準
備
し
、
こ
れ
を
整
理
し
た
。
こ
の

年
は
一
〇
月
に
関
西
館
開
館
を
控
え
て
い
た
の
で
、
東
京
本
館
か
ら

関
西
館
に
資
料
を
移
送
し
、
ま
た
同
時
に
、
多
言
語
対
応
図
書
館
シ

ス
テ
ム
の
ア
ジ
ア
言
語
О
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
導
入
し
た
。
別
途
カ
ー
ド
目
録

か
ら
遡
及
入
力
し
て
い
た
既
存
の
中
国
語
・
朝
鮮
語
資
料
の
書
誌
デ
ー
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タ
に
、
前
年
度
入
力
し
た
上
海
新
華
書
店
旧
蔵
書
約
一
万
五
千
冊
の

書
誌
デ
ー
タ
を
加
え
ア
ジ
ア
言
語
О
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
搭
載
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
検
索
を
可
能
に
し
た
。
ア
ジ
ア
情
報
室
開
室
と
同
時
に

ア
ジ
ア
言
語
О
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
利
用
提
供
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
、
前
年
度
整
理
分
の
書
誌
デ
ー
タ
を
ア
ジ
ア
言
語
О
Ｐ
Ａ

Ｃ
に
搭
載
す
る
と
と
も
に
、
別
途
一
五
年
度
は
約
四
万
冊
、
一
六
年

度
は
約
五
万
五
千
冊
を
整
理
、
そ
し
て
一
七
年
度
に
保
存
状
態
の
良

く
な
い
資
料
を
補
修
、
ま
た
は
保
存
箱
に
入
れ
る
作
業
を
し
た
上
で
、

そ
れ
ら
約
一
万
冊
を
整
理
し
、
デ
ー
タ
を
搭
載
し
た
。

入
力
デ
ー
タ
項
目

デ
ー
タ
入
力
は
外
部
委
託
に
よ
り
、
当
館
が
提
供
す
る
電
子
的
な

簡
易
書
誌
デ
ー
タ
を
元
に
、
現
物
と
照
合
し
、
デ
ー
タ
の
修
正
お
よ

び
新
規
作
成
を
行
っ
た
。
デ
ー
タ
項
目
は
〈
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
責
任

表
示
〉〈
本
タ
イ
ト
ル
の
ピ
ン
イ
ン
読
み
〉〈
巻
次
・
年
次
〉〈
出
版

地
〉〈
出
版
者
〉〈
出
版
年
〉〈
ペ
ー
ジ
数
〉〈
大
き
さ
〉〈
叢
書
名
〉

〈
請
求
記
号
〉
の
一
〇
項
目
で
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
の
読
み
に
つ
い
て
は
〈
本
タ
イ
ト
ル
の
ピ
ン
イ
ン
読
み
〉

の
み
を
付
与
し
て
い
る
。
当
館
の
他
の
中
国
語
書
誌
デ
ー
タ
に
必
須

で
あ
る

｢

日
本
語
読
み｣

は
な
く
、
ま
た

｢

日
本
語
読
み｣

の
分
か

ち
を
反
映
し
た
漢
字
の
分
か
ち

(

漢
字
形
キ
ー
ワ
ー
ド
の
切
り
分
け)

も
し
て
い
な
い
。
漢
字
形
キ
ー
ワ
ー
ド
の
生
成
は
シ
ス
テ
ム
の
自
動

付
与
に
よ
る
た
め
単
語
単
位
で
区
切
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

〈
請
求
記
号
〉
の

｢

Ⅹ
Ｐ｣

は

｢

上
海
新
華
書
店
旧
蔵
書｣

を
表

す
当
館
の
分
類
記
号
で
、
続
く
Ａ
〜
Ｄ
は
大
き
さ
を
表
し
て
い
る
。

Ａ
は
小
型

(

縦
二
〇
㎝
未
満)

、
Ｂ
は
中
型

(

縦
二
〇
㎝
以
上
二
七

㎝
未
満)

、
Ｃ
は
大
型

(

縦
二
七
㎝
以
上
三
二
㎝
未
満)

、
Ｄ
は
規
格

外

(

縦
三
二
㎝
以
上
ま
た
は
横
二
四
㎝
以
上
の
資
料)

で
あ
る
。

主
題
分
析
は
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
著
者
名
典
拠
に
つ
い
て
も
作

成
し
て
い
な
い
た
め
、
前
述
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
問
題
も
あ
わ
せ
、
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
は
他
の
中
国
語
書
誌
デ
ー
タ
に
比
べ
て
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
検
索
に
は
注
意
を
要
す
る
。

利
用
提
供

請
求
記
号

｢

Ｘ
Ｐ｣

が
付
与
さ
れ
た
上
海
新
華
書
店
旧
蔵
書
に
つ

い
て
は
、
関
西
館
ア
ジ
ア
情
報
室
で
利
用
で
き
る
。
東
京
で
の
取
り

寄
せ
利
用
も
可
能
で
あ
る
が
、
一
部
、
破
損
・
劣
化
が
激
し
く
移
送

に
耐
え
な
い
た
め
取
り
寄
せ
に
応
じ
ら
れ
な
い
資
料
も
あ
る
。

一
七
万
冊
の
残
り
約
二
万
冊
に
は
、
綫
装
本
約
四
千
冊
、
逐
次
刊

行
物
約
五
千
冊
、
中
国
語
以
外
の
図
書
約
六
百
冊
の
ほ
か
に
、
児
童

書
約
八
千
冊
が
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
の
作
業
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
児
童
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
約
二
千
冊
を
国
際
子
ど

も
図
書
館
に
移
管
し
、
同
館
で
整
理
を
終
え
、
利
用
に
供
し
て
い
る
。

書
誌
デ
ー
タ
は
ア
ジ
ア
言
語
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
搭
載
さ
れ
、
検
索
で
き
る
。

残
り
約
六
千
冊
に
つ
い
て
近
日
中
の
移
管
を
予
定
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

簡
易
な
書
誌
デ
ー
タ
で
検
索
の
ヒ
ッ
ト
率
は
低
い
は
ず
で
あ
る
が
、

こ
と
の
ほ
か
利
用
が
多
く
、
関
西
館
ひ
い
て
は
当
館
全
体
で
所
蔵
す

る
中
国
語
資
料
を
よ
く
補
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
出
版
状
況

を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
群
と
思
わ
れ
、
分
野
別
統
計
な
ど
内
容
の

調
査
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
新
た
な
利
用
価
値
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。

(

文
責

関
西
館
資
料
部
ア
ジ
ア
情
報
課
課
長
補
佐

鴇と
き

田た

潤
じ
ゅ
ん)
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東
京
本
館
に
お
け
る
電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
い
て

近
年
、
新
聞
な
ど
の
一
次
情
報
お
よ
び
各
種
索
引
な
ど
の
二
次
情

報
を
含
め
、
検
索
機
能
に
す
ぐ
れ
た
調
査
・
研
究
に
有
用
な
Ｃ
Ｄ
／

Ｄ
Ｖ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
が
数
多
く
出
版
さ
れ
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で

主
と
し
て
紙
媒
体
の
逐
次
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
学
術
論
文
や

抄
録
・
索
引
情
報
の
発
信
形
態
を
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
に
移
行
す
る

動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
各
種
情

報
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
な
ど
、
図
書
館
を
取
り
巻
く
電

子
情
報
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
進
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

東
京
本
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
特
定
の
専
門
室
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

電
子
情
報
等
の
閲
覧
お
よ
び
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
が
、
来
館
利
用
者
の
皆
様
に
よ
る
調
査
研
究
に
電
子
情

報
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
と
お
り
、

平
成
一
八
年
一
〇
月
二
三
日(

月)

か
ら
電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

を
改
善
し
ま
す
。

①

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
等

提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

特
定
の
専
門
室
の
み
で
提
供
し
て
い
た
Ｃ
Ｄ
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
、

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
お
よ
び
当
館
作
成
の
電
子
コ
ン
テ
ン
ツ
等
に
つ
い

て
、
今
後
は
複
数
の
専
門
室
に
お
い
て
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

②

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

Ｃ
Ｄ
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
対
象
資
料
を
大
幅
に
拡
大
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

を
図
り
、
カ
ラ
ー
製
品
の
提
供
を
開
始
す
る
ほ
か
、
料
金
の
見
直
し

を
行
い
ま
す

(

三
〇
ペ
ー
ジ
参
照)

。

な
お
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
枚
数
は
、
納
本
資
料
に
つ
い
て
は
従
来

ど
お
り
一
資
料
に
つ
き
Ａ
四
判
二
〇
枚
ま
で
、
そ
の
他
の
資
料
に
つ

い
て
は
契
約
上
の
制
限
の
あ
る
も
の
を
除
き
一
回
に
つ
き
百
枚
ま
で

と
な
り
ま
す
。

③

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス

館
内
の
専
門
室
に
お
い
て
調
査
研
究
に
有
用
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。(

プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
は
で
き
ま
せ
ん
。)

ご
利
用
に
な
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス｣

(h
ttp

:

/
/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/
jp

/
serv

ice/
to

k
y

o
/
d
a
ta

_.h
tm

l)

を
ご
参

照
下
さ
い
。
ま
た
、
端
末
の
操
作
方
法
等
、
実
際
の
利
用
に
当
た
っ

て
は
お
気
軽
に
各
専
門
室
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(

主
題
情
報
部
参
考
企
画
課)
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10
月
か
ら
の
新
サ
ー
ビ
ス



プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
図
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
共
同
事
業(

第
一
期)

に
よ
る
児
童
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
利
用
提
供
開
始
に
つ
い
て

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
図
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
共
同
事
業

(

第
一
期)

の
最
初
の
成
果
物
三
〇
〇
冊
分
が
九
月
末
ま
で
に
到
着
し
、
今
後
順

次
納
入
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
〇
年
度
中
に
児
童

書
約
八
、〇
〇
〇
冊

(
お
よ
そ
一
、〇
〇
〇
リ
ー
ル
分)

を
収
集
し
利

用
に
供
す
る
予
定
で
す
。
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
納
入
さ
れ
た
カ

ラ
ー
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
利
用
提
供
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

１.

サ
ー
ビ
ス
開
始
日

一
〇
月
二
四
日(

火)

か
ら

２.

閲
覧
場
所

国
際
子
ど
も
図
書
館
第
二
資
料
室

３.

検
索
ツ
ー
ル

資
料
室
備
付

『

ゴ
ー
ド
ン
・
Ｗ
・
プ
ラ
ン

ゲ
文
庫
児
童
書
目
録』

お
よ
び
納
入
分
リ
ス
ト

(

タ
イ
ト

ル
順)

４.

複
写
サ
ー
ビ
ス

カ
ラ
ー
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
電

子
式
引
伸
印
画

(

カ
ラ
ー
・
即
日)

が
可
能
で
す
。

な
お
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
児
童
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の

利
用
提
供
開
始
に
合
わ
せ
て
そ
の
他
の
所
管
マ
イ
ク
ロ
資

料

(

白
黒
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ)

に
つ
い
て
も
即
日

複
写
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
図
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
共
同
事
業

米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
マ
ッ
ケ
ル
デ
ィ
ン
図
書
館
で
は
、
我
が
国

が
占
領
下
に
あ
っ
た
時
期
の
う
ち
昭
和
二
〇

(

一
九
四
五)

年
か
ら
昭

和
二
四

(

一
九
四
九)

年
に
検
閲
さ
れ
た
出
版
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

｢

ゴ
ー
ド
ン
・
Ｗ
・
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

(

以
下
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫)｣

を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。
当
館
で
は
平
成
四

(

一
九
九
二)

年
か
ら
同
文
庫
の

雑
誌
、
新
聞
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
収
集
し
順
次
提
供(

注
１)

し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
続
く
図
書
の
収
集
に
着
手
す
る
た
め
、
平
成

一
七

(

二
〇
〇
五)

年
五
月
二
日
同
大
学
と
の
間
で
図
書
の
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
化
に
よ
る
収
集
に
向
け
た
了
解
覚
書
を
締
結
し
、
約
七
万
冊

の
図
書
を
対
象
と
し
た
同
共
同
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
第

一
期
に
実
施
す
る
児
童
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
八

(

二
〇
〇
六)

年

六
月
三
〇
日
に
補
足
取
決
め
を
締
結
し
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
児
童
書

は
絵
本
や
挿
絵
な
ど
の
色
情
報
が
重
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

カ
ラ
ー
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
収
集
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
書
誌
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大

学
か
ら
当
館
に
対
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
に
つ
い
て
の
了
解
が
得
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
平
成
一
七
年
一
一
月
一
日
か
ら
全
国
新
聞
総
合
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
デ
ー
タ
の
公
開
を
開
始
し
、
同
一
二
月
か
ら
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
で
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
雑
誌
と
新
聞
の
書
誌
デ
ー

タ
の
提
供
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

(
注
１)

本
誌
四
六
二
号

(

一
九
九
九
・
九)

二
〜
二
一
頁

(

国
際
子
ど
も
図
書
館)
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平成18年10月23日から､ 複写料金を改定します

東京本館における電子情報提供サービスの改善と､ 国際子ども図書館におけるプラ

ンゲ文庫の児童書マイクロフィルムの利用提供開始を機に､ 複写メニューの拡大と複

写料金の一部について原価見直しによる改定を行います｡ 次の複写料金表をご参照く

ださい｡
下線部・・・メニュー拡大および改定を行った複写料金
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種 類 料金 (税抜価格) 改 定 前 備考

電子式複写
(普通のコピー)

モノクロ Ａ４／Ｂ４ １枚
Ａ３ １枚
Ａ２ １枚

25.2円 ( 24円)
50.4円 ( 48円)
100.8円 ( 96円) 210円 (200円)

(注１)

カラー Ｂ４／Ａ３ １枚 210円 (200円)

電子情報(電子ジャー
ナル､ CD-ROMな
ど) のプリントア
ウト

モノクロ Ａ４ １枚
Ａ３ １枚

21円 ( 20円)
42円 ( 40円)

25.2円 ( 24円)
追加メニュー

(注２)

カラー Ａ４ １枚
Ａ３ １枚

52.5円 ( 50円)
105円 (100円)

Ｂ４ １枚
210円 (200円)

マイクロフィッシュ
からの電子式引伸

モノクロ Ｂ４ １枚
Ａ３ １枚

31.5円 ( 30円)
63円 ( 60円) 追加メニュー

(注１)

マイクロフィルム
からの引伸

電子式(モノクロ)Ａ４ １枚
Ａ３ １枚

31.5円 ( 30円)
63円 ( 60円)

(注１)

電子式(カラー) Ａ４ １枚
Ａ３ １枚

126円 (120円)
252円 (240円)

追加メニュー
追加メニュー

(注３)

印画紙(モノクロ) Ａ５ １枚
Ａ４ １枚
Ａ３ １枚
Ａ２ １枚

71.4円 ( 68円)
115.5円 (110円)
189円 (180円)
420円 (400円)

マイクロから
マイクロへの
プリント

マイクロフィルム (リール)
１申込につき最初の30cm
それ以上は､ 30cmごとに

157.5円 (150円)
71.4円 ( 68円)

マイクロフィッシュ １シート 157.5円 (150円)

撮影によるマイク
ロフィルム作成

１申込につき最初の１コマ
それ以上は､ １コマにつき

157.5円 (150円)
39.9円 ( 38円)

その他の作業
…(注４)

入紙 挿入１枚につき 10.5円 ( 10円)

包装料 製品発送ごとに 157.5円 (150円)

(注１) 関西館の一部の資料については､ 申込者自身が複写機器を操作する複写方式もあります
(料金は異なります)｡

(注２) 関西館では､ モノクロA３やカラーのプリントアウトは来年度から実施予定です｡
(注３) カラーマイクロ資料からの電子式引伸は､ 当面､ 国際子ども図書館のみで実施します｡
(注４) 複写に伴う追加作業等の実費として､ 次のものが別途必要となります｡

入紙 …… 和綴じ資料の裏写りを防止するために､ 用紙を挿入する作業｡
包装料 … 複写製品の発送に伴う請求書・振込用紙等作成､ 梱包､ 発送､ 入金確認作業

(外国へは税抜300円)｡
送料 …… 複写製品を郵便または宅配にて発送する費用 (発送業者の価格によります)｡
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法
規
の
制
定

解
説

規
則
第
二
号
は
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合

調
査
室
の
所
掌
事
務
の
見
直
し
等
に
伴
い
、
所
要

の
規
定
を
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
規
第
七
号
は
、
規
則
第
二
号
を
受
け
て
係
レ

ベ
ル
の
事
務
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
整
備
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
長
と
都

道
府
県
議
会
事
務
局
長
と
の
懇
談
会
を
廃
止
す
る

と
と
も
に
都
道
府
県
議
会
事
務
局
の
実
務
者
を
対

象
と
し
た
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該

事
務
の
係
レ
ベ
ル
の
所
掌
を
明
記
す
る
こ
と
そ
の

他
所
要
の
規
定
を
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

館
長
決
定
第
四
号
は
、
国
会
職
員
が
当
館
の
資

料
を
利
用
す
る
際
に
用
い
る
利
用
カ
ー
ド
を
申
請

者
に
あ
ら
か
じ
め
交
付
し
て
退
職
ま
で
返
却
不
要

と
す
る
と
と
も
に
、
借
用
書
等
の
様
式
を
決
裁
で

定
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

規
則
第
二
号
及
び
内
規
第
七
号
は
平
成
十
八
年

九
月
一
日
か
ら
、
館
長
決
定
第
四
号
は
同
年
十
月

一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
た
。

(

規
則
第
二
号)

国
立
国
会
図
書
館
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

(

平
成
十
八
年
九
月
一
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
組
織
規
則

(

平
成
十
四
年
国
立

国
会
図
書
館
規
則
第
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

依
頼
に
基
づ
く
調
査
の
調
整
に
関
す
る
こ
と

(

国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
の
所
掌
に
属
す
る
も

の
を
除
く
。)

。

第
十
二
条
第
一
項
第
五
号
中

｢

内
容
の
審
査｣

を

｢
提
供
に
係
る
企
画｣

に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

六

局
刊
行
物
等
の
内
容
の
審
査
そ
の
他
の
局
刊

行
物
等
の
提
供
に
係
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
第
四
号
中

｢

第
十
二
条
第
一
号｣

を

｢

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号｣

に
改
め
、
同
条
中
第

五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を

第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

内
規
第
七
号)

国
立
国
会
図
書
館
事
務
分
掌
内
規
及
び
国
立

国
会
図
書
館
文
書
決
裁
内
規
の
一
部
を
改
正

す
る
内
規

(

平
成
十
八
年
九
月
一
日
制
定)

(

国
立
国
会
図
書
館
事
務
分
掌
内
規
の
一
部
改
正)

第
一
条

国
立
国
会
図
書
館
事
務
分
掌
内
規

(

平
成

十
四
年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
三
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
四
条
の
二
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、

第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す

る
地
方
議
会
及
び
図
書
館
人
等
へ
の
援
助
に

関
す
る
こ
と
。

第
四
十
六
条
第
三
号
中

｢

関
す
る
こ
と｣

の
下

に

｢(

編
集
係
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。)｣

を
加
え
る
。

第
四
十
八
条
第
一
号
中

｢

提
供
に
係
る
企
画
及

び
調
整
に
関
す
る
こ
と｣

を

｢

編
集
及
び
出
版
に

関
す
る
こ
と

(

議
会
官
庁
資
料
課
及
び
海
外
立
法

情
報
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。)｣

に
改

め
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

総
合
調
査
室
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と

(

局
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刊
行
物
等
の
提
供
に
係
る
企
画
及
び
調
整
に

関
す
る
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

。

(

国
立
国
会
図
書
館
文
書
決
裁
内
規
の
一
部
改
正)

第
二
条

国
立
国
会
図
書
館
文
書
決
裁
内
規

(

平
成

二
年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
五
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表

(

８

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課)

の
表
番
号
７
の
項
中

｢及
び
都
道
府
県
議
会
事
務

局
長
｣

を
削
る
。

附

則

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

館
長
決
定
第
四
号)

国
立
国
会
図
書
館
国
会
サ
ー
ビ
ス
要
領
の
一

部
を
改
正
す
る
件

(

平
成
十
八
年
九
月
一
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
国
会
サ
ー
ビ
ス
要
領

(

昭
和
六

十
二
年
館
長
決
定
第
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
五
項
及
び
第
十
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

15

国
会
職
員
に
対
し
て
は
、
そ
の
申
請
に
基
づ
き
、

利
用
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

16

利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
国
会
職
員
が
そ

の
身
分
を
失
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
利
用
カ
ー
ド

を
返
却
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
所
属
す
る
資

料
の
貸
出
し
は
、
別
に
定
め
る
貸
出
票
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
項
中

｢

借
用
書

(

別
紙
様
式
第
五)｣

を

｢

別
に
定
め
る
借
用
書｣

に
改
め
る
。

様
式
第
一
か
ら
様
式
第
五
ま
で
を
削
る
。

附

則

１

本
件
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２

本
件
に
よ
る
改
正
前
の
国
立
国
会
図
書
館
国
会

サ
ー
ビ
ス
要
領
第
十
五
項
の
登
録
利
用
者
カ
ー
ド

の
交
付
を
受
け
た
国
会
職
員
に
対
し
て
は
、
当
該

登
録
利
用
者
カ
ー
ド
と
引
換
え
に
、
本
件
に
よ
る

改
正
後
の
国
立
国
会
図
書
館
国
会
サ
ー
ビ
ス
要
領

第
十
五
項
の
利
用
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。

お
も
な
人
事

内
閣
府
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書山

根

一
寿

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

内
閣
府
事
務
官

田
端

良
基

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
八
年
七
月
二
十
八
日
付
け

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
調
査
室
付
主
幹)

調
査
員

清
水

�
雄

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調
査
室
付
を
命
ず

る
平
成
十
八
年
十
月
一
日
付
け

職
員
の
転
任

(

国
土
交
通
省)

北
野

規
城

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

平
成
十
八
年
十
月
一
日
付
け
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第
五
四
六
号

(

二
〇
〇
六
年
九
月)

の

訂
正
と
お
詫
び

二
九
頁
表
一(

二)

内

新
聞
の
項
目

雑
誌

↓

国
内
刊
行
新
聞

新
聞

↓

外
国
刊
行
新
聞

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す



レ
フ
ァ
レ
ン
ス

六
六
八
号

Ａ
４

一
〇
八
頁

■
ブ
レ
ア
政
権
に
お
け
る

｢

中
核
的
執
政｣

(

コ
ア･

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ)

■
法
人
成
り
と
国
民
経
済
計
算

■
英
国
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
に
お
け
る
中
心
市
街
地
活

性
化
と
地
方
交
通
計
画

■
Ｅ
Ｕ
食
品
安
全
政
策
の
展
開
と
動
向

■
昭
和
20･

30
年
代
の
道
州
制
論
議

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
に
よ
る

文
書
遺
産
の
被
災
と
復
興
支
援

―
平
成
一
七
年
度
国
立
国
会
図
書
館

公
開
セ
ミ
ナ
ー
記
録
集
―

(

図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ

N
o
.39)

Ａ
４

一
三
四
頁

■
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
■
ア
チ
ェ
州
に
お
け
る
図
書
館
と
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
セ

ン
タ
ー
の
復
興
・
再
建
計
画

■
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
図
書
館
の
津
波
被
害

再

建
の
プ
ロ
セ
ス
と
課
題

■
一
歩
前
へ
―
ア
チ
ェ
に
お
け
る
被
災
文
書
の
修
復

活
動

■
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
の
最

近
の
活
動
に
つ
い
て

■
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
た

図
書
館
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館

の
支
援
・
協
力
活
動

平
成
一
七
年
一
二
月
に
開
催
し
た
国
立
国
会
図
書

館
公
開
セ
ミ
ナ
ー

｢

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
に
よ

る
文
書
遺
産
の
被
災
と
復
興
支
援｣

の
記
録
集
を
、

『

図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ』

第
三
九
号
と
し
て
刊
行

い
た
し
ま
す
。

平
成
一
六
年
一
二
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト

ラ
島
沖
で
発
生
し
、
イ
ン
ド
洋
地
域
に
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
し
た
地
震
・
津
波
か
ら
一
年
後
に
開
催
し
た

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
被
災
地
の
国
立
図
書
館
か
ら
の

報
告
、
実
際
の
修
復
活
動
の
紹
介
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ

Ａ
Ｃ
の
活
動
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
録
集
に
よ
っ
て
、
災
害
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
被
災
し
た
資
料
へ
の
対
処
や
防

災
計
画
等
、
図
書
館
資
料
を
含
む
文
書
遺
産
を
守
る

た
め
に
必
要
な
知
識
・
情
報
を
十
分
に
共
有
し
て
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

二
、三
一
〇
円

(

日)

(IS
B

N
4-8204-0616-7)

Ｎ
Ｄ
Ｌ

Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

点
字
図
書
・
録
音
図
書
全
国
総
合
目
録

二
○
○
六
年
一
号

(

一
九
八
〇
年
以
前
〜
二
〇
〇
六
年
三
月
収
録)

参
加
館
は
二
三
二
館

(

当
館
、
八
八
点
字
図
書
館
、

一
四
三
公
共
図
書
館
等)

。
年
二
回
更
新
。
収
録
レ

コ
ー
ド
数
三
三
六
、二
二
一
件
。

年
間
契
約
価
格
四
二
、〇
〇
○
円

(

日)

初
年
度
の
み
六
三
、○
○
○
円

(

検
索
ソ
フ
ト
込
み)

547号／2006⑩ 国立国会図書館月報― 33―

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
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図書館間貸出資料のご利用方法の変更について

平成18年10月23日から､ 当館の資料の貸出しを受けた図書館等において､ 借

り受けた資料の複写ができるようになります｡

借り受けた資料の複写ができるのは､ あらかじめ貸出資料の複写を行うこと

について当館の承認を受けた図書館等に限ります｡ 承認を受けるには､ 借り受

けた資料の複写に関する規定を含む利用規則等を申請書と一緒に提出していた

だく等､ 事前の申請手続が必要です｡ この他にも､ 資料保存の観点から､ 一定

の条件を満たした場合に限り､ 当館貸出資料の複写を行っていただくことがで

きます｡ 詳細につきましては､ 当館ホームページ http://www.ndl.go.jp/jp/

library/service_lendout.htmlをご覧ください｡

問い合わせ先：国立国会図書館関西館複写貸出係 TEL 0774-98-1312 (直通)

お 知 ら せ
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第８回図書館総合展に出展します

国立国会図書館は､ 第８回図書館総合展 (主催：図書館総合展運営委員会)

に出展します｡ 図書館総合展は､ 図書館に関する最新情報の提供と交換を目

的とした国内最大の展示会です｡ 今年の展示では､ 日本で唯一の国立図書館・

納本図書館としての資料保存活動について紹介します｡ また､ さまざまな電

子図書館サービスについてデモンストレーションを行います｡ フォーラムで

は､ 国立国会図書館のめざすべき新しいサービス像について紀田順一郎氏と

津野海太郎氏のお話を伺います｡ プレゼンテーションでは､ レファレンス・

サービスに役立つ国立国会図書館ホームページの最新情報をお伝えします｡

ぜひご来場ください｡

会 期：平成18年11月20日(月)から 11月22日(水) 10：00～ 18：00

会 場：パシフィコ横浜 展示ホール (横浜市西区みなとみらい1-1-1)

フォーラム

｢国立国会図書館の新しいサービス像｣
紀田順一郎氏 (神奈川県近代文学館館長)

津野海太郎氏 (和光大学図書館長)

植月献二 (国立国会図書館総務部企画課電子情報企画室長)

11月22日(水) 15：30～ 17：00 第４会場 (先着200名)

プレゼンテーション

｢国立国会図書館ホームページから利用できる

レファレンス・ツール｣
福林靖博 (国立国会図書館主題情報部参考企画課)

11月21日(火) 14：00～ 14：40 (先着80名)

※フォーラム・プレゼンテーションのお申込み

ご所属およびお名前､ ならびに電話番号または､ 電子メールアドレスを

ご記入の上､ 以下までお申し込みください｡

国立国会図書館 総務部総務課 広報係

電子メール koho@ndl.go.jp FAX 03-3597-5617
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国際子ども図書館展示会 ｢北欧からのおくりもの－子どもの本

のあゆみ｣ 関連催物について

国際子ども図書館では､ 平成18年７月15日(土) から平成19年１月28日(日) まで､

北欧各国､ 地域の子どもの本を一堂に紹介する展示会を開催しています｡

また､ 展示会関連催物として次の日程でギャラリートークを実施します｡

���������	
�

当展示会監修者が会場内を巡り展示資料をやさしく解説するガイドツアーです｡

事前申込不要です｡ 当日､ 会場へお越しください｡

11月19日(日)

13：00～ デンマーク・ノルウェー編 講師：福井信子氏 (東海大学助教授)

14：00～ フィンランド編 講師：稲垣美晴氏 (翻訳家)

12月16日(土)

13：00～ スウェーデン編 講師：菱木晃子氏 (翻訳家)

14：00～ フィンランド編 講師：稲垣美晴氏 (翻訳家)

会 場：国際子ども図書館 ３階 本のミュージアム

問い合わせ先：国立国会図書館国際子ども図書館企画協力課

〒110-0007 東京都台東区上野公園12-49

TEL (03) 3827－2053 (代)

�
��	
�

開催期間：平成18年７月15日(土)～平成19年１月28日(日)

休 館 日：月曜日､ 国民の祝日・休日､ 資料整理休館日 (第三水曜日)､

年末年始 (12月28日から平成19年１月４日)

開催時間：9：30～ 17：00

詳細は国際子ども図書館ホームページ http://www.kodomo.go.jp/をご覧ください｡
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＜複 写＞

平成17年度の来館利用者に対する東京本館での複写の処理件数は731,420件 (前年度

477,177件)､ 関西館では63,176件 (前年度57,807件)､ 国際子ども図書館は8,562件 (前

年度2,894件) でした｡

東京本館と関西館では､ 相互に資料を利用できるように､ 取寄せサービスのほかに

も来館遠隔複写サービスなどの東西連携サービスを行っています｡

＜レファレンス＞

来館利用者を対象とした口頭によるレファレンスは､ 東京本館が467,511件* (前年

度195,678件)､ 関西館が52,154件 (前年度35,292件)､ 国際子ども図書館が7,366件 (前

年度5,248件) でした｡ ＊平成17年度から機器操作支援の数を含む

＜各施設の特徴＞

東京本館は､ 平成16年10月の新装開館とともに､ NDL-OPAC端末の雑誌記事索引

から直接複写申込みができる､ オンライン複写 (資料を出納せずにコピーを受け取る)

のサービスを始めました｡ 本年度は65,639件の利用があり､ 平成16年10月から平成17

年３月までと比べて本年度の同時期の利用数は約２倍になりました｡

開館後３年が経過した関西館は､ 近隣の研究機関の研究者や大学等の学生に対して､

利用案内を行うほか､ 地元の行事と併せて ｢関西館見学デー｣ を実施するなど積極的

に広報活動を行いました｡

国際子ども図書館は､ 本年度は本のミュージアムで５回の展示会と､ それぞれに関

連した講演会等の催物を行いました｡ 子どもに対するサービスとして､ 毎週土・日曜

日の ｢子どものためのおはなし会｣ を183回､ ３歳以下の子どもと保護者を対象とした

｢小さな子どものための絵本の時間｣ を24回行いました｡

� 主題情報の提供に関するサービス

利用者が求める情報を的確に､ 速やかに提供するために､ 特定のテーマに関する書

誌データの提供や検索ツールの作成などの主題情報の提供をしています｡ このうち､

不特定多数の利用者に対して､ ホームページなどを通じて情報を提供するサービスへ

の需要が高まっています｡ ｢参考図書紹介｣､ ｢近現代日本政治関係人物文献目録｣ など

のコンテンツがあり､ それぞれテーマやデータを追加しています｡ ｢テーマ別調べ方案

内｣ については､ 本年度130件の新規テーマを追加し､ トップページには198,225件の

アクセスがありました｡

この記事のもとになっている平成17年度版の 『国立国会図書館年報』 を９月20

日に刊行しました｡ 『国立国会図書館年報』 は平成14年度版から当館ホームページ

(http://www.ndl.go.jp― ｢刊行物｣ ― ｢国立国会図書館年報｣) にも掲載してお

り､ 平成17年度版も11月中には掲載予定です｡ どうぞご利用ください｡
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＜レファレンス・サービス＞

遠隔利用のレファレンス・サービスは､ 直接来館できない利用者や各種図書館等か

らの電話および文書 (電子メールを含む) による依頼に応じて行っています｡ 平成17

年度の文書レファレンスの処理件数の合計は6,841件で前年より減少しましたが､ 処理

文書数はやや増加しました.

平成14年10月から国内登録図書館と国外からの依頼に対して電子メールを使ったレ

ファレンス・サービスも行っています｡ 平成17年度の電子メールでの受理件数は前年

度より590件増加し､ レファレンス件数全体に占める割合は､ 国内登録図書館では57％

(前年度44％) となり､ 申込み手段が電子メールへと移行しつつあることがうかがえま

す｡

� 館内利用サービス

本年度は平成16年10月に東京本館が新装開館してから初めて１年を通じて同一条件

で出される統計です｡ 東京本館では､ 毎週土曜日と月曜日を開館することで､ 年間の

開館日は35日増えました｡ また､ 開館時間は２時間増え､ 年間の入館者数は６万人以

上増加しました｡

＜開館日数・来館者数・閲覧点数＞

ここでは､ 各施設の開館日数､ 来館者数等を紹介し､ 関西館が開館した平成14年度

からの推移を図４､ ５に示します｡

東京本館の開館日数は280日､ 来館者数は410,505人 (１日平均1,466人) でした｡ 閲

覧資料数は年間2,177,383点､ 関西館からの取寄せは6,355点でした｡

関西館の開館日数は280日､ 来館者数は69,476人 (１日平均248人) でした｡ 閲覧資

料数は94,315点､ 東京からの取寄せは2,401点でした｡

国際子ども図書館の開館日数は285日､ 来館者数は130,877人 (１日平均459人)､ 閲

覧資料数は39,905点でした｡

図４ 年平均来館者数
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NDL-ILLシステムのほか､ NDL-OPAC (国立国会図書館蔵書検索・申込システム)

経由 (平成14年10月から) でも受け付けています｡ 東京本館､ 関西館の資料へのNDL-

OPAC経由の申込みは､ 平成16年度には8,564件 (貸出申込全体の56％) でしたが､ 平

成17年度には10,580件 (同64％) と大きく伸びています｡ 図書館間貸出しの申込み手

段別の件数は40ページ図１のとおりです｡

国際子ども図書館では､ 公共図書館等に対する図書館間貸出しは､ 348冊 (前年度340

冊) です｡ 図書館間貸出しのほかに､ 学校図書館の支援を目的として平成14年11月か

ら学校図書館セット貸出しをしています｡ 貸出冊数は10,491冊 (前年度9,288冊) でした｡

＜複写サービス＞

平成17年度における遠隔利用の複

写受理件数は､ 論文単位で307,145件

(前年度268,214件 (処理件数)) でし

た｡ 平成17年度からこの件数には､

国際子ども図書館の遠隔利用の複写

申込み数 (991件) を含みます｡

申込みは郵送・ファクシミリ､ NDL-

ILL システムおよび NDL-OPAC 経

由 (平成14年10月から) で受け付け

ています｡ 東京本館､ 関西館資料に

ついて申込み者別に見ると､ 平成17

年度の NDL-OPAC経由の申込みは

全体の76％ (前年度73％) を占め､

中でも個人の申込みが伸びています

(図２､ 図３参照)｡

図２ 遠隔利用の複写件数 (論文単位)
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また､ 各支部図書館は､ 国の出版物の納本の窓口となっており､ 平成17年度に各支

部図書館から当館に納入された資料は､ 82,092点でした｡ 各支部図書館の利用の状況

は41ページ 表１のとおりです｡ なお､ 各支部図書館は相互貸出しによって利用の便宜

を図っており､ 平成17年度に相互貸出制度により貸し出された資料数は12,463点､ そ

のうち当館から各支部図書館に貸し出した資料は8,977点でした｡

一般公衆に対するサービス

一般公衆を対象としたサービスのサービスポイントは､ 東京本館および国立国会図

書館関西館 (以下 関西館) ならびに支部図書館である国際子ども図書館および支部東

洋文庫です｡ サービスは､ 当館に来館せずに利用できる図書館間貸出し､ 複写､ 文書・

電話によるレファレンス等の ｢遠隔利用サービス｣ と､ 直接来館することで受けられ

る閲覧､ 複写､ 口頭によるレファレンス等の ｢館内利用サービス｣ で成り立っていま

す｡

東京本館および関西館ならびに国際子ども図書館の三施設の遠隔利用サービスにつ

いては�で､ 来館利用サービスについては�で､ 主題情報を提供するサービスにつ

いては�で取り上げます｡

東京本館および関西館において､ 館内利用サービスと遠隔利用サービスの利便性向

上のため登録利用者制度を平成14年10月から導入しています｡ 登録者は､ 館内利用サー

ビスにおいては､ 入館手続きの簡略化､ 取寄せサービスの利用が､ 遠隔利用サービス

においては､ インターネットを通じての複写申込みができる等の特長があります｡ 平

成17年度末現在の登録開始以来の登録者数は､ 各種図書館4,901館 (前年度4,574館)､

個人97,425人 (前年度64,085人) となりました｡ 東京本館では､ 来館による個人から

の登録申請は前年度に比べ18％増加しました｡

� 遠隔利用サービス

＜図書館間貸出し＞

当館では､ 図書館間貸出制度によっ

て､ 直接来館できない利用者に対し

て図書館を経由してサービスを提供

しており､ 大学図書館 (短期大学等

も含む)､ 公共図書館 (県立・市町

村立等)､ 専門図書館 (国公立の調

査研究機関､ 地方議会図書室等) お

よび国外の機関に対して貸出しを行っ

ています｡ 平成17年度､ 東京本館お

よび関西館では､ 新たに加入した94

の機関を加えた3,383館に､ 16,498

点の資料を貸し出しました｡ 貸出し

の申込みは､ 郵送・ファクシミリ､

図１ 図書館間貸出し件数 (申込み手段別)
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前号では､ 蔵書の構築と書誌情報の提供､ 国会に対するサービスについて紹介しま

した｡ 本号では､ 行政・司法各部門に対するサービス､ 一般公衆に対するサービスに

ついて､ 平成17年度の特徴を中心に紹介します｡

行政・司法各部門に対するサービス

当館は､ 行政および司法の各部門の業務を支援するために､ 主として各省庁および

最高裁判所に設置された支部図書館を通じて図書館サービスを行っています｡ 平成18

年10月現在､ 26支部図書館６分館が設置されています｡

－ 統計を中心に その２ －
国国国国国国国国国国国国国国国国立立立立立立立立立立立立立立立立立立
国国国国国国国国国国国国国国国国国国会会会会会会会会会会会会会図図図図図図図図図図図図図
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表１ 行政司法各部門支部図書館利用統計

支部図書館名
来 館 者
(人)

貸 出 し
(人)

貸 出 し
(点)

複 写
(件)

レファレンス
(件)

備 考

会 計 検 査 院
人 事 院
内 閣 法 制 局
内 閣 府
日本学術会議
宮 内 庁
公正取引委員会
警 察 庁
防 衛 庁
金 融 庁
総 務 省
総 務 省 統 計
法 務
外 務 省
財 務 省
文 部 科 学 省
厚 生 労 働 省
農 林 水 産 省
林 野 庁
経 済 産 業 省
特 許 庁
国 土 交 通 省
気 象 庁
海 上 保 安 庁
環 境 省
最 高 裁 判 所

-

3,052

-

15,589

923

-

-

-

27,103

-

5,556

5,106

20,976

35,852

-

-

10,568

30,366

7,066

8,163

5,844

19,653

2,740

1,355

1,714

-

3,339

1,613

435

5,308

8

2,145

1,958

800

6,115

2,615

3,542

1,439

4,784

5,422

4,369

4,484

2,285

5,712

1,421

3,170

807

6,169

542

669

359

8,260

6,273

4,849

945

11,452

14

11,752

4,052

1,305

9,132

5,753

6,698

4,189

11,273

9,537

16,654

9,757

6,215

12,777

2,650

7,619

1,324

12,893

873

1,010

793

18,452

3,130

0

0

1,570

-

2,770

-

454

681

-

-

517

-

715

-

1,741

-

10,165

388

1,508

5,799

28,563

1,455

213

-

6,826

2,384

429

150

744

11

480

198

1,084

8,102

254

1,327

7,059

492

2,861

8

911

6,180

14,869

1,251

3,968

1,794

3,843

10,689

111

985

6,343

１分館を含む

２分館を含む

３分館を含む

１分館を含む

計 201,626 77,700 178,241 66,495 76,527

備考 開架式閲覧等のため集計していない項目は-で示した｡
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意が必要です｡ 複数の単語を組み合わせて検索する際には､ 単語の間をスペース (空
白) で区切ってください｡ また､ 末尾に ｢＊｣ をつけると､ 前方一致検索になります｡
完全一致検索の場合は､ [条件] 欄で ｢フルタイトルキー｣ を選びます｡ 漢字形の場合
は､ 前方一致もしくは完全一致で検索するとヒットしやすくなります｡
(注) 上海新華書店旧蔵書は､ 日本語カナ読みでのワード検索および分類検索はできません｡

○分類検索
同じテーマを扱った資料を一覧するには､ ｢分類番号｣ を使うと便利です｡ ワード検
索でヒットした資料の詳細書誌画面を開くと､ 下のほうに [分類 NDLC] として､ 主
題に応じた分類記号が付与されています｡ NDLCとは当館が使用する分類表で､ 当館
ホームページに掲載している 『国立国会図書館分類表』 で参照することができます｡
(http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/ndl_ndlc.html)｡ 上記のワード検索で､ こ
の分類記号を入力して検索すれば､ 同一主題の資料を一覧表示することができます｡
例えば､ 魯迅に関する研究書を一覧する場合､ ワード検索画面の [条件] 欄で ｢分類
番号｣ を選び､ 魯迅研究を表す分類 ｢KK359｣ を入力して検索すると､ 89件の図書が
ヒットします｡

��������
○｢中国期刊全文数据�｣ (CAJ)
｢中国知�基��施｣ のホームページ (http://www.cnki.net/) 内にあり､ 1994年

以降に刊行された学術雑誌約7,500誌に掲載の論文約１,700万件について､ 著者名､ 論
文名､ 掲載雑誌名､ 抄録・本文中の語句などから検索することができます｡ 香港や台
湾で発行されたものは含まれていませんが､ 中国大陸の主要な学術論文については､
このデータベースを使えば､ ほとんどのものを検索することができるでしょう｡ これ
で検索して､ 来館していただければ当該雑誌の論文記事の全文を閲覧・複写すること
ができます｡

○｢中国重要��全文数据�｣ (CCND)
CAJと同じく ｢中国知�基��施｣ のホームページ (http://www.cnki.net/) 内

にあり､ 中国のおもな新聞約1,000紙に2000年以降掲載された記事約490万件について､
記事名､ 著者名､ 記事中の語句などから検索することができます｡ CAJと同様､ 検索
の上､ ご来館いただければ当該新聞記事の全文を閲覧・複写することができます｡

○人民日��文数据 (CD-ROM)
『人民日報』 の1946年５月15日号以降の全記事を収録しています｡ 見出し語､ 執筆者､
日付､ 本文中の語句などで検索し､ 全文を閲覧できます｡ 当室では原紙および冊子体
の索引も所蔵していますが､ 迅速でかつ全文を検索できる CD-ROMは圧倒的に便利
です｡ なお､ 2000年以降の記事は､ 上述の CCNDにも収録されていますので､ 最近の
記事をお探しの場合はこちらをご利用ください｡

○文淵閣四庫全書電子版 (CD-ROM)
『文淵閣四庫全書』 に収録された約3,500種80,000巻という膨大な典籍について､ 書

名､ 著者名､ 分類､ 全文などで検索をして､ 本文および原文画像を閲覧・印刷するこ
とができます｡ CD-ROMの総枚数は182枚に及びますが､ 当室では専用 PCを設けて､
すべてのデータをハードディスクに格納していますので､ CD-ROMの出し入れの不
便なくご利用いただけます｡
そのほか､ 『中国近代期刊篇目数据�』 『全国�刊索引数据�』 『中文報紙論文索引資
料庫』 などの索引データベースもあります｡

(関西館資料部アジア情報課 前
まえ

田
だ

直
なお

俊
とし

)
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第13回で詳しくご紹介しますので､ ご期待ください｡
なお､ 古い雑誌や新聞の中には､ 劣化の著しいものがあります｡ これらはマイクロ

フィルムでの閲覧になりますので､ ご了承ください｡

＜アジア言語OPAC＞
アジア言語 OPAC (http://asiaopac.ndl.go.jp/) は､ 国立国会図書館が所蔵するア

ジア言語資料の目録データベースです｡
中国語資料は､ 資料の種類や整理した時期によって､ 所蔵館および検索手段が異な

ります (表)｡ 関西館が所蔵する中国語資料は､ 表の網掛けをした部分で､ これらすべ
てをアジア言語 OPACで検索することができます｡

○ワード検索
トップページを開くと､ ワード検索画面が表示されます｡ 下図のように[条件]欄を

プルダウンして､ ｢書名｣ ｢著編者｣ ｢件名｣ ｢フルタイトルキー｣ ｢全て｣ ｢ISBN/ISSN｣
｢分類番号｣ ｢出版者｣ ｢出版年｣ の中から､ いずれかの項目を選択します｡
選択した後､ 右側の空欄に検索語を入力して､ 検索ボタンを押します｡ 検索語は､

日本語漢字､ 中国語漢字 (簡体字・繁体字)､ 日本語カナ読み､ �音 (ピンイン) のい
ずれでも検索できます(注)｡ 例えば､ 『中国�史大辞典』 を検索する場合､ 原表示どお
りの簡体字で入力するほかに､ ｢中国歴史大辞典｣ ｢中國�史大辭典｣ ｢チュウゴク レ
キシ ダイジテン｣ ｢zhong guo li shi da ci dian｣ と入れてもヒットします｡ ただし､
日本語カナ読みは単語単位､ �音は一漢字単位で区切る必要がありますので､ 少し注

表

整 理 所 蔵 館 検 索 手 段

図 書 ～1981
東京本館

『国立国会図書館漢籍目録』

1948～1985 カード目録

図 書 1986～
関 西 館 アジア言語OPAC

雑誌・新聞 すべて

図 ワード検索画面
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○自然科学
ほかの分野に比べると蓄積は少ないですが､ 辞典､ 図鑑､ 書誌などを中心に､ 生物

学､ 農林水産学､ 医学､ 薬学などの資料を重点的に収集しています｡ 中国国内に棲息
する維管束植物およそ３万種を収録した 『中国植物志』 は､ 1959年の出版開始から約
半世紀をかけ､ 最近ようやく全80巻126冊が完結しました｡
数学､ 物理､ 化学などの研究書は多くありませんが､ なかには興味深いものもあり

ます｡ 中国人初のノーベル賞受賞者のうちの１人､ 楊振寧の著した 『基本粒子���

史』 は､ 物理学賞を受賞した２年後の1959年にプリンストン大学で行われた講演をま
とめたもので､ 素粒子物理学の歴史をわかりやすく概説しています｡ もとは英語で出
版されたのですが､ この中国語訳のほか､ ドイツ語､ イタリア語､ ロシア語､ 日本語
などに翻訳されました｡

○図書館学・出版関係
国内外の蔵書目録､ 全国書誌､ 販売目録などを多数そろえています｡ そのほか､ 図

書館・情報学､ 書誌学､ 出版関係を網羅的に収集するよう努めています｡

○地図
おもに冊子形態の ｢地�集｣ ｢地�册｣ を所蔵しています｡ 全国および地方の ｢地�

集｣ のほか､ 交通地図､ 歴史地図､ 地質図､ 人口図など主題別の地図も豊富です｡ な
お､ 一枚ものの地図は､ 東京本館の地図室で所蔵しています｡

○叢書
大型の叢書類をそろえています｡ おもなものとしては､ 『四庫全書存目叢書』 『四庫

全書存目叢書補編』 『續修四庫全書』 『四庫禁燬書叢刊』 『四庫禁燬書叢刊補編』 『四庫
未収書輯刊』 『叢書集成新編』 『叢書集成續編』 『叢書集成三編』 『�世藏�』 などが挙
げられます｡ 四庫全書の本編については､ 東京本館でのみ 『文淵閣四庫全書』 を所蔵
しています｡ 関西館では CD-ROM版をご利用いただけますので､ 詳しくは後述のデー
タベースの項をご覧ください｡

○新着図書
アジア情報課では､ 毎年新たに約6,000冊の中国語図書を収集しています｡ 当課刊行

の季刊雑誌 『アジア情報室通報』 では､ これら新着資料の中から参考図書を選び､ 解
題を付けて紹介しています｡ 同誌は当室ホームページにも掲載していますので､ 是非
ご覧ください(http://www.ndl.go.jp/jp/service/kansai/asia/publication/asia_pub.

html)｡

����
学術誌､ 大学学報類､ 総合誌などを中心に約3,900誌を所蔵していて､ 国内有数の規

模を誇ります｡ そのうち継続して受け入れているタイトルは､ 約1,700誌に及びます｡
分野別にみると､ 学術一般20％､ 人文32％､ 社会23％､ 自然科学25％とバランスのと
れた構成比となっています｡ なかでも自然科学系の中国語雑誌は､ 国内随一の規模と
いえるでしょう｡ また､ 『東方雑誌』 『小説月報』 など､ 清末から民国期にかけて刊行
された雑誌も数多く所蔵しています｡

����
『人民日報』 『光明日報』 などの全国紙をはじめ､ 各省・直轄市レベルの地方紙､ 香

港や台湾の代表紙など､ 合わせて約350紙を所蔵しています｡ その中には､ 現在発行さ
れているもののほか､ 『循環日報』 『益世報』 『申報』 などの戦前期の貴重な新聞も数多
く含まれています｡ 新聞については､ 他のアジア諸国のものと合わせて､ この連載の
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に最新版を用意しています｡ 例えば､ 自動車産業について調べる場合､ 『中国汽�工�

企事��位大全』 を見ると､ 製造会社から部品メーカーに至るまで約9,000に及ぶ関連
企業についての情報を得ることができます｡
統計資料については､ 全国の基本データを収録している 『中国��年�』 のほか､

各省・自治区・直轄市・特別行政区レベルの統計年鑑をすべて所蔵しています｡ これ
ら総合統計のほかにも､ 金融､ 工業､ 運輸､ 農業など分野別の統計資料を数多く所蔵
しています｡
総合統計以外に地方レベルまで収集しているものとしては､ ｢人口普��料｣ があり
ます｡ ｢人口普�｣ とは､ 10年に一度実施される全国規模の人口調査のことで､ 日本の
国勢調査にあたるものです｡ 最も新しい調査は2000年に行われました｡ その調査結果
は､ 『2000年第五次全国人口普�主要数据』 に基本データが掲載されているほか､ 各地
方の詳細データについては､ 各省・自治区・直轄市ごとに刊行されている ｢人口普�

�料｣ で知ることができます｡ 2000年以降はサンプル調査が実施されていて､ 最新の
データは 『中国人口��年�』 などに掲載されています｡

○歴史・地理
当館で最も充実している分野です｡ 参考図書はもちろんのこと､ 研究書レベルまで

幅広く所蔵しています｡
そのうち､ 特色あるコレクションとして､ 地方志 (または方志) が挙げられます｡

地方志とは､ 各地方の自然､ 歴史､ 社会の様相などを叙述した書籍で､ その編纂の歴
史は長く､ 明清代には特に盛んに編纂されました｡ 方志学なる学問も確立されていま
す｡ 中華人民共和国の成立を境にして､ それ以前の旧方志と､ 以後の新方志に分けら
れます｡ 新方志の編纂活動は解放後から進められていましたが､ 文化大革命などによ
る中断時期があり､ 本格的な出版が開始されたのは1980年代に入ってからでした｡ そ
の収録する内容は､ 歴史､ 地理のみならず､ 政治､ 法律､ 軍事､ 財政､ 金融､ 産業､
交通､ 社会､ 労働､ 教育､ 民族､ 宗教､ 芸術､ 文学､ 気象､ 地質､ 農林､ 水利など多
岐にわたっています｡ まさに当該地域を知るための情報の宝庫といえる資料群です｡
当課では､ 新方志については､ ｢中	人民共和国地方志
�｣ をはじめ､ 省・自治区・
市・県などの行政単位にかかるものを網羅的に収集しています｡ 旧方志については､
｢宋元方志叢刊｣ ｢天一閣藏明代方志選刊｣ ｢中國方志叢書｣ など叢書のかたちで影印刊
行されたものを所蔵しています｡ なお､ 旧方志の原本は東京本館で多数所蔵していて､
それらは他の国内機関所蔵のものと合わせて､ 『中国地方志総合目録：日本主要図書館・
研究所所蔵』 で確認することができます｡

○哲学・宗教
経学をはじめ､ 古代哲学・思想についての研究書､ 校註本､ 書誌､ 索引などが豊富

です｡ 宗教関係では､ 仏教経典を集大成する 『中華大藏經』 が挙げられます｡ これは
1980年代前半から続いている大規模な出版事業で､ 最終的には漢語・チベット語・満
州語・モンゴル語の各部が出そろう計画です｡ 当室では､ 現在のところ､ 漢語部およ
びチベット語テンギュル (丹珠�) 部を所蔵しています｡

○言語・文学
歴史・地理に次いで層の厚い分野です｡ 辞典類は､ 詞典・字典､ ことわざ辞典､ 成

語辞典､ 類義語辞典､ 方言辞典など多種多様なものをそろえています｡
古典作品については､ 詩文､ 詞､ 戯曲､ 小説などの全集､ 叢書､ 註釈書､ 目録､ 索

引のほか､ 文学史や個別の作品・作家の研究書などが豊富です｡ 現代文学は､ 文学研
究論のほか､ 魯迅､ 巴金､ 老舎､ 茅盾､ 郭沫若､ 丁玲などをはじめとする著名な作家
の著作集､ 全集､ 研究書を中心に所蔵しています｡
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第10回 アジア資料―中国語資料―

������

１. 科学技術資料－はじめに (538号)
２. 洋雑誌 (539号)
３. 国内博士論文 (540号)
４. 文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書 (541号)
５. 科学技術資料－海外博士論文 (542号)
６. 科学技術資料－欧文会議録 (543号)
７. 科学技術資料－学協会ペーパー (544号)
８. 科学技術資料－テクニカルレポート (545号)
９. 科学技術資料－規格資料 (546号)
10. アジア資料－中国語資料 (本号)
11. アジア資料－朝鮮語資料 (次号)
12. アジア資料－諸地域資料
13. アジア資料－アジアの新聞

今回から４回に分けてアジア資料を紹介いたします｡ 初回は中国語資料です｡

��	

関西館アジア情報課では約23万冊の中国語図書を所蔵しています｡ 朝鮮語やアラビ

ア語など､ ほかの言語を合わせた総蔵書数は約28万冊ですので､ 中国語図書がいかに
大きな割合を占めているかお分かりいただけると思います｡ 23万冊のうち15万冊は､
上海新華書店が保管していた1930年代から90年代初めにかけての見本書籍コレクショ
ンです｡ これについては､ 本号26ページで詳しく紹介していますので､ そちらをご覧
ください｡ 残りの８万冊の中で蔵書数が多いのは､ 歴史､ 地理､ 古典文学などの人文
分野で､ およそ半分を占めています｡ これは､ 長年にわたる同分野に対する需要の多
さを反映したものといえますが､ 近年では､ 政治､ 法律､ 経済などの社会科学分野の
収集にも力を入れています｡ そのほか､ 少数民族､ 華僑・華人､ 図書館・情報学､ 出
版関係なども重点を置いている分野です｡

○政治・法律
書誌､ 辞書・事典､ 便覧､ 政府機関名簿､ 人名録などの参考図書を幅広く集めてい

ます｡ 単行書で充実しているものとしては､ 政治史､ 法制史､ 政党関係､ 民族問題､
外交問題､ 歴代指導者・政治家の著作集などが挙げられます｡
法令資料は､ 言語を問わず東京本館の議会官庁資料課でまとめて所蔵しているため､
アジア情報課では基本的で重要なもの､ 例えば 『中�人民共和国法���』 『中�人民
共和国国�院公�』 『中�人民共和国全国人民代表大会常�委�会公�』 『中�人民共
和国�	集』 などをそろえています｡ また､ 司法関係では 『中�人民共和国最高人民
法院公�』 などがあります｡

○経済・産業
参考図書および基本書を中心に､ 経済史から現在の経済状況に至るまで､ 広範な資

料収集を心がけています｡ 中国経済の発展にともなって､ 近年特に需要が増している
分野ですが､ なかでも利用が多いのは､ 企業名鑑と統計資料です｡
企業名鑑については､ 約140タイトルを所蔵していて､ そのうち40タイトル以上は常
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表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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Shomei-ryu Bira-shu (Random notes on rare books, 464)
Legal Deposit System 1
Comments from the supervisor of the digital exhibition

"Modern Japan in Archives - 100-year history from the
opening of the country to the San Francisco Peace Treaty -"

Takashi Sasaki 14
Present situation of the U.S. federal government libraries

Mika Lawler 16
Completion of the retrospective conversion of the former

collection of the Shanghai Xinhua Bookstore - Asian Resources
Division, Collections Department, the Kansai-kan 26

New services starting October 28
Improvement of the digital information service at the Tokyo

Main Library 28
Provision of microfilm reproductions of the children's books

in the Prange Collection through the microfilming
cooperative project (Phrase 1) 29

Revision of copying charges from October 23, 2006 30
Excerpts from the Annual Report of the NDL, FY2005 :

statistics (2) 41

Tidbits of information on NDL 24
Books not commercially available 25
Monthly official report 31
Publications from NDL 33
Collections of the Kansai-kan (10) 46

＜Announcement＞
Announcement of regular exhibition 24
Changes in use of interlibrary loan 34
NDL Database Forum 34
NDL to take part in Library Fair & Forum 2006 35
Events related to the exhibition at the International Library of

Children's Literature: Northern gifts - Children's books from the
Nordic countries 36
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